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善後交渉の進展に伴う華北問題の顕在化
黄
郛
と
華
北
問
題
の
展
開
（
一
九
三
三
―
一
九
三
四
）
二
七
(九
七
八
)
は
じ
め
に
一九三三年五月三一日に塘沽停戦協定（以下、塘沽協定と略す）が締結され、満州事変に終止符を打たれたことに
よって、日中関係はある意味で平静状態に入った。しかし、一九三五年五月二日に発生した河北事件をきっかけとして、両者は再び危機的状態に陥ることとなった。この間の二年間ほど平静状態を保つ上で役割を果たしたのが、行政院駐平政務整理委員会（以下、政整会と略す）の委員長として日本関東軍との交渉 行った黄郛
(
1)であった。
塘
沽
協
定
の
締
結
及
び
そ
の
時
点
か
ら
一
九
三
四
年
ま
で
の
日
中
関
係
は、既
に
多
く
の
研
究
の
中
で
言
及
さ
れ
て
き
た(
2)。こ
れ
ら
の先行研究の内容は、次の三つの視点でまとめるこ ができる。第一に、日中戦争史 視点から、この時期の議論を「十
五
年
戦
争」論
と
そ
れ
へ
の
批
判
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る。前
者
は、日
本
が
満
州
事
変
以
降
も
中
国
侵
略
を
停
止
し
て
お
ら
ず、軍
事
的
圧
力
と
政
治
的
工
作
を
繰
り
返
し
な
が
ら、新
た
な
要
求
を
次々
に
突
き
つ
け
た
と
主
張
す
る(
3)。後
者
は、満
州
事
変
と
盧
溝
橋
事
件
と
の
間
に
は、
「不
連
続」や「断
絶」が
あ
る
と
反
論
す
る(
4)。こ
う
し
た
対
立
に
も
か
か
わ
ら
ず、両
者
と
も、本
稿
が
扱
う
時
期
を、日
中
関
係
史
の
中
の
あ
る
程
度
の「小
康」状
態
と
見
な
す
点
を
共
有
し
て
い
た(
5)。第
二
に、中
国
政
治
史
の
視
点
か
ら、塘沽協定の捉え方及び黄郛と彼が率いる政整会と 東軍との善後交渉が、国民政府 対日政策または抗日戦争という文脈において、どういう役割を果たして たのかという議論 ある。 れに関しては、中国大陸と台湾において捉
え
方
が
異
なっ
て
い
る。大
陸
で
は、同
協
定
が
喪
権
辱
国(
6)で
あ
る
と
捉
え
ら
れ、黄
郛
と
国
民
政
府
に
よ
る
対
日
妥
協
的
な
態
度
が
批
判
さ
れ
る
が、黄
が
塘
沽
協
定
の
取
消
を
提
起
し
た
点
に
関
し
て
は
肯
定
的
に
評
価
す
る
傾
向
も
あ
る(
7)。台
湾
で
は、同
協
定
が
国家主権に損害を与えた面もあるが、平津と華北を保全することで抗日戦のため 準備期間 得られた は高く評
関
法
第
六
八
巻
四
号
二
八
(九
七
七
)
価
さ
れ
て
い
る(
8)。第
三
に、黄
郛
と
い
う
人
物
に
対
す
る
評
価
で
あ
る。黄
が
対
日
妥
協
的
態
度
を
取っ
て
い
た
こ
と
を
批
判
す
る
議
論がある一方、黄の対関東軍交渉が日本と南京中央の間に緩衝地帯を設けたことで、中央の抗戦準備のための時間が稼げたと肯定に捉える議論もある
(
9)。
こうした先行研究は、一九三三年から一九三四年にかけての日中関係のあり方及び国民政府の対日政策という大き
な枠組みを扱ったもので、その中で善後交渉の詳細も明らかにされている。しかし、この時期は 善後交渉の進展と同
時
に、華
北
問
題
が
顕
在
化
す
る
過
程
で
あっ
た
こ
と
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い。特
に、
「華
北
外
交」を
主
導
し
て
い
た
黄
郛
やその外交の展開に関する研究は これま 十分に行われてきたとは言えない。そこで本稿では、協定の締結で平静に戻った華北地域が一九三五年に再び危機に陥るまでの間 時期をどのように理解すべきかを問題関心とし、日 関係の変化の理由をそ 過程の分析を
通して明らかにする。具体的には、黄郛が関東軍との間で行った善後交渉の実態
に焦点を当て、華北問題 論じていく。
上記の問題意識に基づいて、善後交渉を軸にし、以下の三つの点 議論を展開する。第一に、協定締結の経緯に
おいて、黄郛の北上準備の過程及び関東軍側による黃と政整会に する認識に基づ 、華北での黄の政治空間の変化と同協定の政治的意味合いを検討する。第二 、善後交渉の開始と変質に伴って、黄郛の対日政策 変化と、関東軍側から黄に加えられた圧迫 より 政局に亀裂が生 経緯を見る。第三 、協定 取消、通車の実行、通郵の交渉と進んでいく過程において、黄郛と、南京中央、関東軍側 の間 齟齬が拡大し 黄が双方を抑えるだけ 政治力を失っていく経緯を分析する。
本稿では、日中台で刊行された史料集や公文書館の未刊史料を用いる他、これまであまり利用されてこなかった台
黄
郛
と
華
北
問
題
の
展
開
（
一
九
三
三
―
一
九
三
四
）
二
九
(九
七
六
)
湾
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
所
蔵
の「黄
郛
日
記」
、お
よ
び
ア
メ
リ
カ
の
フー
バー
研
究
所
に
あ
る
H
uang
F
u
P
apers（黄
郛
文
書）を活用する。特に、黄郛の史料を使用することによって、彼が自ら臨んだ華北での関東軍側との交渉や廬山・上海・南京において蔣介石や汪精衛と行った会合の詳細な記録に基づいて、この時期を華北問題の展開 いう視点から捉え直すことができる。
一、黄郛と政務整理委員会成立の背景
⚑
．蔣黄汪間の合意
第
一
次
上
海
事
変
の
後
に、国
民
政
府
の
対
日
政
策
は、直
接
交
渉
を
避
け
な
が
ら
も、
「不
抵
抗
政
策」か
ら「一
面
抵
抗、一
面
交
渉」に
転
じ
た(
10)。こ
れ
は、汪
精
衛
が
政
権
に
復
帰
し
た
こ
と
に
よっ
て
取
ら
せ
た
政
策
だ
が、蔣
介
石
の「絶
交
せ
ず、宣
戦
せ
ず、講和せず、訂約せず」という政策 も一致しているため、国民政府の基本的な対日政策となった
(
11)。
黄郛は国民政府の北伐の時に外交部長を務め、済南事件の処理に当たったが、その際の対日姿勢が軟弱
であると批
判されたため辞職し、莫干山で静養していた。一九三二年八月頃 蔣介石が黄郛に北上を要請したが、汪精衛と張学
良
と
の
闘
争
及
び
華
北
の
政
情
が
不
安
定
で
あっ
た
こ
と
を
理
由
に、黄
郛
が
そ
れ
を
謝
絶
し
た
経
緯
が
あ
る(
12)。「日
本
通」或
い
は
「知
日
派」と
見
な
さ
れ
た
黄
郛
は、北
上
す
る
前
か
ら
上
海
駐
在
武
官
の
根
本
博
や
駐
華
公
使
の
有
吉
明
と
の
間
に
私
的
な
チャ
ン
ネ
ルを持っており、それを用いて関東軍と日本外務省の停戦に関する意見を打診し また、自ら 北平就任についても意向を伺っていた
(
13)。
しかし、黄郛と蔣介石との間の合意の内容、および塘沽停戦締結に至る黃と日本軍側とのやり取りの詳細に関して
関
法
第
六
八
巻
四
号
三
〇
(九
七
五
)
は不明な点が多く残っている。そこで、本節においては、まずこれら点について考察していく。
蔣介石は、東四省が陥落したことで、軍事委員会駐北平分会委員長張学良にその辞任を迫り、張が指揮した東北軍
と
西
北
軍
を
中
央
軍
の
管
轄
に
加
え
た
上
で、何
応
欽
を
代
理
会
長
に
据
え
た(
14)。こ
う
し
た
変
更
を
行っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず、華
北
の人事や政局を中央が直接統制でき たとは言えない。特に、蔣介石は、国民政府の実力が日本に及んでいないという認識に立ち、華北に関しては武力行使より外交手段で解決しようとした。そのため、日本との間に不戦不和という緩衝地帯を作りたいと強く思っ いた
(
15)。
早
く
も
四
月
初
め
に
は、蔣
介
石
は、
「北
平
に
組
織
を
作
る
べ
き
だ」
、「北
方
部
隊
と
政
情
は
極
め
て
複
雑
だ」と
認
識
し
て
い
た(
16)。
一一日に、蔣介石は、
「全てを相談したいため、貴兄が直ちに南昌に来られるように」
、一四日に「貴兄が北の任務を
務
め
た
く
な
い
な
ら
ば
、私
人
の
名
義
で
あっ
て
も
北
方
を
助
け
に
赴
け
る」
、と
い
う
よ
う
に、黄
に
再
三
懇
請
し
た(
17)。さ
ら
に、二
二
日
に、
「北
方
政
治
は、割
拠
に
よっ
て
崩
壊
さ
れ
敵
に
利
用
さ
れ
る
よ
り
も、中
央
が
人
を
派
遣
し、緩
和
さ
せ、革
命
の
進
行
を
援
護
す
る
ほ
う
が
よ
い」と、蔣
介
石
は
吐
露
し
て
い
た(
18)。蔣
介
石
は、黄
郛
が
日
中
間
の
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
で
き
る
よ
う
に、駐
日
公
使
蔣
作
賓
と
の
間
で
交
わ
し
た
電
報
も
黄
郛
に
転
送
し
て
い
た(
19)。戦
場
で
は、冷
口、建
昌
営、遷
安、北
戴
河、廬
竜、昌黎が関東軍に占領されていた。行政院長汪精衛および軍事委員会北平分会委員張群も 黄郛 対し 南京に赴くことを要請していた。黄郛は二一日に、汪、蔣の要請に応じ、華北危局に対応する め南京に入り、のち南昌に移動した
(
20)。
黄郛は二七日に南昌につき、軍事委員会秘書長楊永泰、熊式輝、蔣作賓 唐有壬などと会談し、また二八日に行っ
た
蔣
介
石
と
の
会
談
に
つ
い
て、
「一、お
互
い
の
意
見
に
つ
い
て
の
認
識、二、党
政
軍
の
歩
調、三、日
本
の
姿
勢
を
め
ぐ
る
許
容
黄
郛
と
華
北
問
題
の
展
開
（
一
九
三
三
―
一
九
三
四
）
三
一
(九
七
四
)
度
に
関
す
る
意
見
に
お
い
て
完
全
に
一
致
し
て
い
る」と
記
し
て
い
た(
21)。第
三
点
の
詳
細
に
関
し
て、黄
は
日
記
に
残
し
て
い
な
い
も
の
の、蔣
の
日
記
に
は
以
下
の
記
述
が
あ
る。す
な
わ
ち、
「甲、倭
に
一
時
的
緩
兵
の
計
を
図
り、一
時
的
に
緩
和
を
し
て
く
れ
る
こ
とを望む。もし、真の和或いは講和をしてくれれ
ば
、根本的な解決ができるが、そうはしてくれないだろう。華北政
治問題に関して、人民公意に順従して、和戦問題と組織・人事問題を解決すれ
ば
よい、政府が干渉してはならない」
、
「政
府
は
最
後
の
勝
利
の
た
め、極
力
で
準
備
す
る
の
み、責
を
遂
げ
る
た
め、抵
抗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い」と
い
う
立
場
で
あっ
た(
22)。
⚒
．「塘沽停戦協定」締結の背景
戦場においては、三月二七日に発令された関作命第四九一号により、関東軍は、平津からの攻撃を念頭におきつつ
灤
東
作
戦
を
開
始
し
た(
23)。そ
れ
に
対
し
て、天
皇
は、熱
河
作
戦
に
お
い
て
は「満
洲
国」の「国
内
問
題」で
あっ
た
た
め
に
発
令
したものの、灤東作戦
では長城以南は中国の領土であるという認識を持っていたため、軍の作戦に憂慮を示し、四月
一
八
日
に
参
謀
本
部
次
長
真
崎
甚
三
郎
に「御
下
問」を
行っ
た(
24)。そ
れ
に
対
し、真
崎
は、
「更
に
進
出
す
る
と
も
一
旦
は
長
城
線
に
復
帰
す
る
こ
と
と
な
り」と
対
応
し
た(
25)。こ
の
よ
う
に、熱
河
侵
略
の
際
の
正
当
化
に
用
い
た「満
州
国
の
国
内
問
題」と
い
う
根
拠
は、華北には適用できるものではなかった。そこで用いられるよう なった新たな表現が、中国側の「挑戦・挑発」であり この二つのスローガンを用いるなら
ば
、日本が華北に軍を進めても問題ないという認識は、天皇を含めて広
く共有される ととなっ
(
26)。
他方、中国側は、日本軍の長城以北への引き上げを大きく宣伝したが、蔣介石は、
「今回は敵兵の自主撤退であり」
、
「一
切
の
標
語
や
口
号
を
直
ち
に
取
消
す」よ
う
に、と
軍
の
行
動
を
戒
め
る
内
容
の
電
報
を
前
線
の
何
応
欽
に
送っ
た(
27)。そ
し
て、五
関
法
第
六
八
巻
四
号
三
二
(九
七
三
)
月三日の「関内作戦」では、関東軍は上記の筋書き通り攻撃を実施し、八日に中国軍による「挑戦」があったとの声明を発した
(
28)。
これによって、古北口、南天門、喜峰口などは激しい攻撃を受け、平津は再び陥落の危険に陥り、一一日に張群は、
黄
郛
の
北
上
を
促
し
た(
29)。し
か
し、黄
郛
と
し
て
は、日
本
側
に
自
ら
が
北
平
に
入
る
こ
と
を
好
意
的
に
諒
解
し
て
も
ら
う
ま
で
は、
軽率に行動を起こすわけにはいかなかった。
そこで国民政府は、五月三日に中央政治会議の決議によって、行政院駐平政務整理委員会を創設し、黄郛を委員長
に任命するという決定を公表 。同じ日に、黄は有吉に対して、日本側が国民党の組織に対 て不満をもつことに十分な理解を示した上で、国民党員ではな 自分も国民党には組織改良が必要であり、また、自分が日中両国間の橋渡
し
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
い
う
決
心
と
抱
負
を
持
つ
こ
と
を
表
明
し
た(
30)。有
吉
が
長
城
線
内
の
中
国
軍
の
挑
戦
的
行
動
に
警
告
を
行っ
たことに対し、黄は、蔣介石の停戦命令に中央軍は服従するが雑軍は服従しないと説明し、自分が赴任した後大
体
三
カ
月
以
内
に
こ
の
案
件
を
処
理
す
る
と
約
束
し
た(
31)。ま
た、一
一
日、黄
は
有
吉
に
対
し
て、自
分
が
北
上
を
延
期
し
た
こ
と
を
説
明
し、蔣
汪
の
諒
解
も
得
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
強
調
し、
「日
本
側
各
方
面
ニ
於
テ
自
分
今
回
ノ
決
心
ト
誠
ト
誠
意
ニ
同
情
シ
好
意
有ル態度ニ出ラルル様斡旋方切望スル」と申し出た
(
32)。
有吉は、黄の就任を統制力の強化や、北方事態の安定化に繋がると見なし、日中関係の改善の端緒となり、国民政
府
の
対
日
態
度
が
転
換
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
て
い
た(
33)。こ
う
し
た
認
識
の
下、有
吉
は、黄
等
日
本
に
理
解
を
有
す
る
人
物
を
支
持すべきであり、日本のためにも中国全土の動乱が生じること 避け、対英米 係 おいて 華北での飛行を減らし、軍
部
の
陰
謀
を
戒
め
る
旨、内
田
康
哉
外
相
に
進
言
し
た(
34)。ま
た、黄
郛
は
自
身
の
北
上
に
先
立
ち、張
群
を
北
平
に
送
り、各
黄
郛
と
華
北
問
題
の
展
開
（
一
九
三
三
―
一
九
三
四
）
三
三
(九
七
二
)
種の準備を行わせた。加えて、軍事分会参議であり黄の秘書でもある李択一と、腹心である許卓然を張の援助ために派遣した。張群は、八日、天津総領事桑島主計に、黄郛が北支の時局打開策に確信と抱負を有すること 力説し、一一日、北平書記官中山詳一に黄郛が「充分活躍」を期待できると伝えた
(
35)。
しかし、関東軍側は、必ずしも国民政府の停戦意向に応じたわけではなかった。主な理由として次の点が考えられ
る。
第一に、関東軍は東北 が敗退した後の華北の政治及び人事 関して、明確な見通しを持っていなかったことであ
る。黄郛は六日に根本に対 、自分が全責任を負い出馬することによって、日中関係 打開を努めていくことを伝え、そ
れ
に
対
す
る
日
本
軍
部
の
考
え
を
尋
ね
た
が、後
者
は、
「全
ク
白
紙
ノ
状
態
ナ
リ」と
答
え
て
い
る(
36)。一
方、参
謀
本
部
は、同
じ
日に「北支方面応急処理方案」を発令し、その中で「停戦ノ成分協定締結 が要領の第四項として定め
られた。関東
軍は強い圧力をかけ続け、長城線沿線の中国軍に徹底的な打撃を繰り返し与えることを基調とし、中国側の停戦策動に対しては、内外各 が一致して厳然とした態度を示すと共 華北・中・南の現政権に対しては 分断の傾向を助長する施策を取り、さらに、現在の華北施策を継続するように命令した
(
37)。
この方案に、中国を分断させる意向が十分含まれていたことは言うまでもないが、目下の華北施策は 反蔣介石政
策若しくは反蔣運動を行うことにより 傀儡政権の樹立 目指した工作 あった。しかし、 工作は 半月後に挫折した。その原因は、華北 統制す 中心人物がおらず、反蔣各派の合流が困難であり、反蔣派が必ずしも親日満ではなく、各派に自ら事を決行する勇気がないためである、と天津特務機関は報告した
(
38)。
第二に、国民政府が誠意を示す証拠として提示した撤退線に関 て、関東軍が満足できなかったことである。参謀
関
法
第
六
八
巻
四
号
三
四
(九
七
一
)
本部は、停戦線に関する処理方案として、中国軍が「大体ニ於テ宣化、順義、三河、玉田、灤県、楽亭ノ線以南以西ニ後退」するという案を示した
(
39)。一方、何応欽の案は、灤東からは両軍とも撤兵するが、中央軍は現位置に留まり、
日
本
軍
が
古
北
口
に
後
退
す
る
と
い
う
も
の
で
あっ
た(
40)。黄
郛
は
根
本
と
の
秘
密
会
見
で、何
応
欽
の
案
が
関
東
軍
に
受
け
入
れ
ら
れ
なかったことを知り
「日本軍は必ず密雲まで進展してくる。
（中略）大胆に決心することで速やかに密雲より発砲で
き
な
い
二
十
里
程
の
地
ま
で
撤
退
す
る」ほ
う
が、内
外
に
も
有
利
で
あ
る
と
い
う
意
見
を
持っ
て
い
た(
41)。一
四
日
に、黄
郛
は、何
応欽が中国軍を「順義、玉田 唐山ノ線ニ後退」させる 決めたことを根本に伝え、また、日本軍がそれを追撃しない
よ
う
東
京
及
び
関
東
軍
に
斡
旋
す
る
こ
と
を
根
本
に
対
し
て
希
望
し
た
が、後
者
は
そ
れ
を
謝
絶
し
た(
42)。こ
れ
が
黄
郛
が
北
上
す
る
前に陸軍側と行った最後の相談であった。
一方、
永津は一四日に、何応欽は関東軍が国際的反応を恐れ、北平は勿論密雲をも攻撃しないだろう、もし関東軍
が攻撃して来るなら
ば
、一戦を交え、攪乱に陥る前に順義に後退し、関東軍を密雲の南端にて停止させることが可能
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る、と
伝
え
た(
43)。一
五
日
に、参
謀
熊
斌
と
永
津
の
間
で
は、中
国
軍
が
密
雲
よ
り
撤
退
す
る
か
ど
う
か
を
巡っ
て
論
戦
が
あっ
た(
44)。同
日、中
国
軍
は
石
匣
鎮
を
失
い、厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
た。熊
と
の
更
な
る
面
会
に
際
し
て、永
津
は
中
国
軍
が
順
義、宝
坻、芦
台
の
線
ま
で
退
却
す
る
こ
と
を
要
求
し、何
応
欽
ら
は
そ
れ
を
承
諾
し
た(
45)。さ
ら
に、許
卓
然
は、黄
郛
の腹案として中央軍が「長城ヲ距ル五十支里ノ地点ヲ言ヘハ密雲迄退ク」という考えを中山に伝え
(
46)。
このように日中双方が秘密裏にある程度の「黙契」に達したのち、黄郛は一五日に出発し、一七日午後に北平に到
着
し
た
が、停
戦
に
関
す
る
交
渉
を
す
ぐ
に
開
始
す
る
こ
と
は
で
き
な
かっ
た。前
線
は
次
々
に
陥
落
し(
47)、戦
線
は、い
よ
い
よ
北
平
の郊外まで迫っていた。
黄
郛
と
華
北
問
題
の
展
開
（
一
九
三
三
―
一
九
三
四
）
三
五
(九
七
〇
)
黄郛より早く北上した李択一は、自らの旧知である海軍武官藤原喜代間を訪問し、取次方を懇請し、後者は李を永
津、中
山
に
紹
介
し
た(
48)。二
〇
日
に
行
わ
れ
た
黄
郛
と
藤
原
と
の
会
見
に
お
い
て、黄
は、中
国
側
が
提
示
し
た
撤
退
線
に
二
〇
日
ま
でに撤退すれ
ば
、日本軍が追撃しないという了解の下に北上した旨説明した。中国軍が既に一九日には撤退を完了し
たにも関わらず、日本軍がまだ攻撃を続けているため、自分は非常に困難な立場に陥っているという苦情を訴えた
(
49)。
こ
れ
に
対
し
て、藤
原
は、中
国
軍
が「撤
退
線
ニ
頓
着
セ
ズ、相
当
距
離
後
退
シ
完
全
ニ
抵
抗
ヲ
止
メ
バ
必
ズ
解
決
ノ
道
開
カ
ル
ベ
シ」と
答
え
た(
50)。ま
た、二
一
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
黄
郛
と
永
津
と
の
会
見
は、中
国
青
年
が
日
本
歩
哨
を
刺
し
て
傷
を
負
わ
せ
た
と
い
う
突
発
事
件
が
生
じ
た
た
め
実
現
し
な
かっ
た(
51)。黄
郛
は、日
本
軍
の
さ
ら
な
る
前
進
を
押
し
留
め
る
こ
と、及
び
華
北
民
衆
の
人心を鎮静化することを最急の課題とし、日本通でもあ
る殷同を青島から招き、長春の関東軍への斡旋を要請した
(
52)。
当
時、永
津
は
撤
退
し
た
中
国
軍
が
到
底
屈
服
的
な
停
戦
は
申
し
出
さ
な
い
と
見
て
お
り、
「歩
哨
事
件
ヲ
切
掛
ケ
ト
シ
テ
関
東
軍
ニ
懐
柔
攻
撃」の
認
可
を
要
望
し、北
支
那
駐
屯
軍
に
二
個
中
隊
の
増
援
を
要
請
し、
「内
外
相
呼
応
シ
テ
平
津
奪
取
ノ
気
配」を
示
し
て
い
た(
53)。そ
う
し
た
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
お
い
て、黄
郛
は、汪
精
衛
か
ら、二
一
日
に「便
宜
行
事」が
行
わ
れ
る
旨
の
電
報
を
受
けたが、そこには具体的な内容は含まれていなかった。二二 に、事務地である居仁堂が攻撃される気配があり、天津
方
面
か
ら
は「日
本
軍
が
五
百
名
の
兵
士
を
北
平
に
送
る」
、通
州
と
順
義
両
前
線
か
ら
は「緊
急
状
態」で
あ
る、と
いっ
た
情
報
が次々に届いたため、黄郛は北平を離れ長辛店 移駐することを考えていた
(
54)。
出
先
軍
側
は、黄
郛
ら
の
こ
う
し
た「茫
然
拱
手
ノ
外
ナ
キ
窮
境
ニ
瀕
セ
リ」状
況
を
見
て、
「斯
ク
テ
機
全
ク
熟
シ
タ
ル」と
判
断
し、二
二
日
夜
に、中
国
側
の
停
戦
意
向
に
応
じ
る
よ
う
に
なっ
た(
55)。同
日
の
夜
一
一
時
頃
に、黄
は、汪
精
衛
か
ら「固
嘱
補
救」
と
い
う
電
報
を
受
け、
「す
ぐ
に
季
寛
と
協
議
し、万
険
を
冒
し、最
後
の
奮
闘
を
成
す
こ
と」を
決
め
た(
56)。汪
精
衛
が
発
し
た
電
報
は、
関
法
第
六
八
巻
四
号
三
六
(九
六
九
)
「偽
国
の
承
認
と
四
省
の
割
譲
に
署
名
す
る
以
外
で
あ
れ
ば
、他
の
条
件
を
受
け
入
れ
る」と
い
う
内
容
で
あっ
た(
57)。そ
し
て、李
択
一
が中山、永津に電話をかけ、藤原の私宅にて会談することを懇請し、黄は、李に同行して藤原宅に赴き、その場で二、三
時
間
協
議
し
た
後
に、四
項
目
の
停
戦
覚
書
が
合
意
さ
れ
た。そ
の
覚
書
に
は、停
戦
線
は、
「中
国
軍
ハ
延
慶、昌
平、高
麗
営、
順義、通州、香河、宝坻、林亭口、寧河、廬台ノ線以西及以南ニ撤退シ爾後一切ノ挑戦行為ヲ為ササルコト」となっており、これ
「塘沽停戦協定
(
58)」の定案になったといえる。
⚓
．「第三勢力」の受け入れと政治協定の追加
張学良の下野から黄郛の北上までの華北の空白状態において、特務機関が独立政権を樹立しようとした計画があっ
た。こうした計画は前節でみたように 結果的には挫折し 第三勢力の樹立へと後退した。
「第三勢力」とは、中国中央政府と日本側・
「満州国」の間に立ち、南京の影響力が及
ば
ない
親日政権というもので
あ
る。こ
れ
は、関
東
軍
と
支
那
駐
屯
軍
の
合
意
の
も
と、
「形
式
ノ
如
何
ヲ
問
ワ
ス
北
方
ニ
南
京
勢
力
ノ
及
フ
ヲ
絶
対
ニ
不
可
ナ
リ
ト
シ
平
津
地
方
ニ
第
三
勢
力
ヲ
樹
立
ス
ヘ
シ」と
主
張
し
た
も
の
で
あっ
た(
59)。こ
れ
に
対
し
て、陸
外
中
央
の
意
見
と
し
て
は、五
月
一
七
日
に、
「黄
郛
タ
ル
ト
又
ハ
其
ノ
他
ノ
要
人
タ
ル
ト
ヲ
問
ワ
ス
責
任
ヲ
以
テ
北
支
ノ
事
態
ヲ
収
拾
シ
得
ヘ
シ
ト
認
メ
ラ
ル
ル
モ
ノ
カ
誠
意
ヲ」も
つ
こ
と
が
重
要
で、
「北
支
方
面
ノ
形
勢
ニ
関
シ
テ
ハ
満
洲
国々
境
確
保
ヲ
主
眼
ト
ス
ヘ
キ
コ
ト」に
変
更
は
な
い
と
い
う
支
持を下した
(
60)。
し
か
し、有
吉
と
は
異
な
り、華
北
の
軍
政
官
は、黄
の
北
上
を「何
等
成
果
ヲ
期
シ
難
キ」と
見
て
い
た(
61)。黄
郛
の
真
意
を
確
か
めるため、中山は、二二日の深夜の協議において黄に四つの質問をした。第一に、華北の局面を打開する唯一の方法
黄
郛
と
華
北
問
題
の
展
開
（
一
九
三
三
―
一
九
三
四
）
三
七
(九
六
八
)
は、停戦に関して関東軍が抱いている国民党と中央軍に対する疑念を一掃することであり、それに対する黄の決心がいかがなものであり、国民党と中央軍の排日思想に関してはどう処理するかという質問 った。黄郛は、自分 信念
と
し
て
は「日
支
親
善
ニ
依
リ
欧
米
人
ニ
漁
夫
ノ
利
ヲ
占
ム
ル
機
会
ヲ
与
ヘ
サ
ル
コ
ト
ニ
努
メ」る
旨
を
述
べ
た
う
え
で、い
か
に
「関
東
軍
ノ
諒
解
ヲ
得
ル
方
法
ニ
付
教」え
を
請
う
た。第
二
に、華
北
の
排
日
問
題
の
処
理
を
め
ぐっ
て、中
山
は、排
日
団
体、党
部の解散、排日教科書の廃止等を列挙し、政府の訓令を待ち改めて相談すると述べた。第三に、中央軍の駐防地と雑軍との関係について、黄は、交渉が成立した後、直ちに華北の三〇数万の 隊の整理に着手し、その で多少の中央軍を引留める旨答えた。中山 中央軍の駐屯は日本側から反感を招く恐れがあると指摘し それ 対して、黄は雑軍の方が反感を招くので、その撤退を提起 たが、中山は、却って雑軍を庇護
し、中央軍の撤退 要求した。結局、
黄は現存 軍隊から所要の部隊を自分の衛兵等の名義のもと改編するとしながらも、後日必ず日本側と意見を交換すると約束した。第四に華北の軍権と警察権である。黄は 何応欽は協定が締結された後に南京 帰るため、自らがこの二権を手に収めた上、中央軍 大 分 江西省に送ると説明 。中山は、黄と 会談を内田外相に報告する中で「本電内容黄ノ立場モアリ絶対発表御見合セ」という説明を付した
(
62)。
一方、殷同は、二四日夜に岡村と「満州国」顧問多田駿との会見を行い、その場で関東軍の華北に対する要望を尋
ね、黄郛は国民党員でないので、今回樹立しようとする「北支政権」も国民党を基礎と ものでない、華北各派を網羅するが、日本軍を敵視しない政権 成立す ことにつ て、蔣汪 諒解済である 打ち明けた
(
63)。
こうして、翌日、関東軍参謀長小磯国昭は、国民党とは関係を持たない黄郛を中心とする
親日満政権の樹立を承認
し、その政権を支援すべきであ 、加えて、劉桂堂、李守信、丁強等国民党 反対する武力団体も「北支新政権」に
関
法
第
六
八
巻
四
号
三
八
(九
六
七
)
合
流
さ
せ
る
施
策
を
取
る
べ
き
で
あ
る、と
い
う
意
思
を
真
崎
に
送っ
た(
64)。そ
れ
に
応
じ
て、関
東
軍
も
天
津、山
海
関
の
特
務
機
関
人員に対して、分離政策の中止を発令した
(
65)。
以上のように、殷同は関東軍に、黄郛が親日の決心を持つことと蔣汪から相当な権限が与えられている事情を力説
した。加えて、黄郛自らも、初会談において英米を排除し、日中親善の施政とし、軍権を用いて中央軍の外地移駐を実行 、警察権を用いて排日問題の解決を行う、といった内容の発言と約束を行った。これこそが、華北の日本軍政双方が黄を第三勢力とみな 、受け入れた理由である 考えられる。また、こ 段階から日本側は既に黄郛らを北支政権と称してい
ここでもう一つの事実を説明しなけれ
ば
ならない。それは、日本側が、軍事的停戦協定を締結するとともに政治的
協定も結ぶという計画 企んでいたことである。早くも「北支方面応急処理方案」においては、中国側に対する要望項目
に、中国側の事実上の排日取締とその励行に確実な保証を求める内容が盛り込まれていた。
出先軍は、五月二一日前後、停戦の機が熟 てきたと判断すると同時に、第一次停戦協定の成立に並行して第二次
の
交
渉
を
行
い、
「北
支
戦
事
ニ
関
連
ス
ル
緊
急
ナ
ル
善
後
問
題
ヲ
包
含
ス
ル
別
段
協
定（次
長
電
六
七
七
号
第
二
項
ニ
示
ス
モ
ノ）ヲ
締結スルコト必要」であるという意見を参謀本部に上申した
(
66)。このことから、政治協定を同時に結ぶという主張は、
内
田
外
相
の
発
想
で
あ
る
と
い
う
陳
群
元
の
見
解
と
は
異
な
り(
67)、当
初
か
ら
関
東
軍
の
計
画
で
あっ
た
と
考
え
ら
れ
る。そ
の
別
段
協
定では、
「相当広範囲ニ亘ルヘキモ」
、関東軍としては「少クモ（一）抗日侮日ノ徹底的取締（二）満洲攪乱策動ノ厳
禁（三）緩衝地帯（支那軍ノ不進出地帯）ニ於ケル治安維持交通ノ規定等」を要求しようとしていた
(
68)。
外務省側は、中山と黄の会談内容を報告し、内田外相がそれに返答した。その中で、停戦協定
成立の上で機を逸せ
黄
郛
と
華
北
問
題
の
展
開
（
一
九
三
三
―
一
九
三
四
）
三
九
(九
六
六
)
ず、黄郛側との間に華北地方の平静回復に関する「一般的話合ヲ開始」するよう指示した。また、政整会を相手とした上で 排日運動及び反満義勇軍 活動に対する弾圧、満州国国境での交通障害の除去、停戦区域の治安維持について
議
論
す
る
よ
う
命
じ
て
い
た(
69)。同
時
に、内
田
は、前
記
の
内
容
が
あ
く
ま
で「当
方
一
応
ノ
思
忖
ニ
過
ギ
ス」と
述
べ、陸
軍
省
と連絡を取ることが必要であり、現地でも武官との連絡を取 よう命じた
(
70)。
これに対して、海軍軍令部は慎重な姿勢を取っていた。その理由は、政治協定を条件として出すことは可能である
が、排
抗
日
問
題
を
こ
の
機
に
出
し
過
ぎ
て
し
ま
え
ば
、却っ
て
日
本
に
とっ
て
不
利
に
な
る
と
し
た。加
え
て、
「政
治
的
問
題
ヲ
挿
入スルトキハ交渉ニ数カ月ヲ要」するので、再び平津で混乱が生じる恐れがあり、むしろ早速に北平等 安定を図るべきであるとした
(
71)。
内田外相が、海軍と陸軍の意見の相違の中で、どのような対応を取っ のかに
ついては記録が見いだせない。しか
し、二
九
日
に
中
山
宛
に
送
ら
れ
た「大
至
急」電
報
で
は、政
治
協
定
を
見
合
わ
せ
る
よ
う
訓
令
さ
れ
て
い
る(
72)。そ
の
代
わ
り
に、
四
個
の
項
目
か
ら
な
る
大
綱
を
政
整
会
に「約
束
セ
シ
メ」る
よ
う
指
示
し
た(
73)。そ
の
提
出
時
期
に
関
し
て
は、塘
沽
協
定
の
際
に
一
気に取り纏めるか、あるいはその直後に北平で黄郛 の間で取り纏めるかの間 選択であり、その決定の形式に関しては、条約又は協約等の形が取られると枢密院での可決に時 がかか すぎるため、了解事項として 記録に止め、日中双方の責任者が署名・調印する形で行うように明示した
(
74)。
政治協定に関して、軍側の別段協定と外交側の一般的話合は一致しており、その内容は国民党を含む中国側の一切
の排日思想と活動 鎮圧、停戦区域内外の交通回復 い 二つにまとめることが きる。
五月三一日に軍事協定が正式に調印され、六月一七日に政整会が北平旧外交大楼に成立した。協定調印後
の細目に
関
法
第
六
八
巻
四
号
四
〇
(九
六
五
)
わ
た
る
懇
談
会
で
は、岡
村
が
排
日
の
徹
底
的
な
取
締
に
つ
い
て
中
国
軍
の
代
表
で
あっ
た
熊
斌
に
念
を
押
し
た(
75)。こ
う
し
た
経
緯
か
らみれ
ば
、この時点において既に善後交渉の基盤が作られており、黄郛と政整会に対して制約を課する仕組みが組み
込まれていた。
以上述べたことを通して、以下の三点を確認することができる。第一に、塘沽協定を締結した経緯である。関東軍
が平津に迫る情勢の下、協定は明らかに城下の盟であり、こうした性質を帯びたことで、日本側が政治協定を同時に結ぼうとする意図を持ち、その要求を押し付ける余地を残した。第二に、黄と日本の出先側との不安的な関係である。黄が関東軍側と平津の外交官に容易に受け入れられたわけ はない とは、明らかである。それでも黄がある程度受け入れられた根本的な理由は、彼が親日的であったことではなく、自由裁量若しくは政治力を持ち、自ら親日 政策をとる決心と誠意を持っていると日本側に説得でき
とであると指摘できる。このような約束をしない限り、黄
が華北で政治活動を行 こ は受け入れられなかったといえる一方、日本側の信用を買うために約束した事項は、のちに黄が行動できる政治空間 狭める要因の一つとな のであ 。第三に、日本側の事情である。関東軍が華北の空白状態を埋める傀儡政権の樹立に失敗したため、日本 軍政双方は、黄を第三政権と見なして受け入れた。黄に政治協定まで結
ば
せようとした関東軍と内田は、中央での意見不一致によりそれは中断したものの、内田が指示したよ
うに停戦協定成立直後にそれを提出するこ で、善後交渉 基盤を構築していたことがわかる。
黄
郛
と
華
北
問
題
の
展
開
（
一
九
三
三
―
一
九
三
四
）
四
一
(九
六
四
)
二、善後交渉の開始と変質
⚑
．協定に対する国民政府側と関東軍側の反応
黄郛、何応欽、黄紹竑は、三人の連名で締結した停戦覚書を蔣介石、汪精衛に報告した。それに加えて、黄郛は、
蔣
へ
の
電
報
に
お
い
て、
「時
機
が
緊
迫
し
た
の
で、事
前
に
協
議
し
な
かっ
た
こ
と
は
極
め
て
恐
惶
で
あ
る
が、停
戦
の
み
の
範
囲
で
交渉したことは幸い」であったと説明した
(
76)。
こうした事後報告に対して 汪はそれに「共同責任」を負うことを表明したが、蔣は「停戦を文字にするのは適切
で
な
い
と
思
う」
、「ひ
い
て
は
東
北
三
省
及
熱
河
の
文
字
も
そ
の
中
に
入
れ
て
く
る」と
憂
慮
し
た(
77)。二
四
日
に、汪
は
国
防
会
議
の
結
果
と
し
て、
「相
手
と
停
戦
を
協
議
す
る
時
に
文
章
と
し
て
残
さ
な
い
こ
と
を
原
則
と
し、万
が
一
の
場
合
に
で
あっ
て
も、そ
れ
は
政
治
に
は
触
れ
ず
軍
事
協
定
の
み
に
す
る。そ
の
中
の
条
件
に
つ
い
て
も
中
央
の
批
准
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い」と
黄
に
告
げ
た(
78)。
二
五
日、蔣
は、
「倭
寇
は
休
戦
の
誠
意
を
持っ
て
い
な
い」
、「
文
字
の
形
で
の
協
定
は
避
け
る
べ
き」
、「偽
国
の
承
認、東
四
省
の
割
譲
と
境
界
問
題
に
は
絶
対
に
触
れ
て
は
い
け
な
い」と
の
意
見
を
送っ
た(
79)。同
じ
日
に、汪
は、蔣
の
電
報
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
国
防
会
議
の
議
決
を
打
電
し
た(
80)。し
た
がっ
て、政
治
問
題
に
は
触
れ
な
い、
「満
州
国」
・東
四
省
割
譲
は
承
認
し
な
い、中
央
の
批
准
を
必要とするという点は、政府内の共通認識であったと える。
次々と念押しの電報が送られてくる とに対し、 は「今後の談判 停戦条件の範囲に従い」
、「取りあえず、弟が
私にこの種の重任を無理強いしたの あるから、同等の信用も与 てほしい」
、「国際援助などは空言であると断じた
い」
、「弟が私を北平に留め時局を続けるよう協助するようであれ
ば
、共に困難に直面する約束を守ってほしい」と、
関
法
第
六
八
巻
四
号
四
二
(九
六
三
)
蔣介石への不満を含めながら北平の緊急事情を説明した
(
81)。
また、協定の形式に関しては、駐英公使郭泰祺も、政治問題に絶対に触れてはいけないと主張し、協定の内容が片
面
義
務
で
あ
る
と
見
て
い
た(
82)。ま
た、駐
仏
公
使
顧
維
鈞
も、協
定
に
は
相
応
し
く
な
い
政
治
的
含
意
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し、政
府
のこうした政策からは日本の華北侵入を防遏するより、江西省の共産党を討伐することを重視しているという印象を受
け
る、と
述
べ
た(
83)。監
察
院
監
察
委
員
の
王
子
壮
も、協
定
の
内
容
が
ま
る
で
日
本
軍
の
勢
力
範
囲
を
黙
認
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
ると判断した
(
84)。つまり、政府内では協定内容に対して賛成より批判する立場が濃厚であった。
関
東
軍
側
は
本
協
定
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か。
「満
州
国」軍
政
部
顧
問
佐々
木
到
一
は、一
九
三
三
年
六
月
中
下旬に華北 華中を「視察」し、その報告において、政整会の本質を蔣介石の承認を受けた黄の傘下の異分子、妥協的委員会、無用の
長物であると認識しており、日本側はその提議してくる一切の交渉を黙殺すべきと主張していた
(
85)。
また、参謀本部附・前奉天特務機関長板垣征四郎は、
「黄郛と何応欽の政権が成功しても、河北省一省の問題である」
と
見
て、
「新
政
権
が
北
支
の
時
局
を
担
当
し
て
ゆ
く
こ
と
は
困
難
で
あ
り、今
日
の
新
政
権
は
極
め
て
不
徹
底
な
も
の」と
考
え
て
い
た(
86)。⚒
．日本側からみる政整会と善後交渉の開始
政整会の管轄地域は、河北、山東、山西、察哈爾、綏遠五省、北平、青島両特別市であり、黄が委員長となったほ
か、上
記
五
省
の
省
長
と
二
市
の
市
長
が
委
員
と
な
り、他
に、現
地
の
知
識
人
な
ど
も
委
員
と
し
て
含
ま
れ
て
い
た(
87)。黄
郛
の
夫
人
沈亦雲の回顧録によれ
ば
、こうした人員の配置は、華北の地方権利を弱めるためではなく、各自に政整会の下で防護
黄
郛
と
華
北
問
題
の
展
開
（
一
九
三
三
―
一
九
三
四
）
四
三
(九
六
二
)
の責任を果たさせようとするためのものだった
(
88)。政整会の最初の仕事は、戦区接収と災民救済であった。
戦区接収における最大の障碍は、李際春、石友三などの傀儡軍が非武装地帯に存在していたことである。加えて、
関東軍が北津上空に飛来するこ も、国民 生活に不安をもたらしていたので、黄郛は、二二日に殷同と軍分会の雷寿栄を永津に同行させる形で長春に派遣し、飛行の停止、戦区の速やかな接収、李際春ら非合法な部隊の処理、北寧鉄路の接収、察哈爾方面問題の解決を巡って交渉させた。北寧鉄路は、北平から奉天までの鉄道であるが、満州事変により榆関から奉天までが陥落し、長城戦 より 唐山から山海関までと 塘沽 唐山 それぞれが、関東軍と
傀
儡
軍
に
制
圧
さ
れ
て
い
た。こ
こ
で
黄
郛
が
要
求
す
る
接
収
と
は、関
内
段
の
塘
沽
か
ら
山
海
関
ま
で
の
範
囲
を
指
し
て
い
た(
89)。
察哈爾方面問題とは、五月二六日に馮玉祥が張家口 民衆抗日同盟軍総司令に
就任する旨を通電し、それによって、
関
東
軍
と
の
関
係
が
緊
張
化
し
た
こ
と
を
指
す(
90)。こ
の
長
春
会
議
に
は、小
磯、岡
村、喜
多、永
津
な
ど
が
出
席
し
た。二
日
間
に
わたった会議において、関東軍は李 を相変わらず庇護した以外は 無意味な飛行を停止すること、ま 鉄路の接収については北寧路局と奉山路局 間で交渉すべきと答え ので、双方の間には大きな論争はなかった
(
91)。
関東軍側が、長春会議において黄郛らに難題を持ちかけなかった理由については、軍の史料からは十分に説明する
だけの情報が得られないため、外務省側 史料で補いな ら考 てみたい。
外務省の史料の中に 六月二日 内田より有吉 宛てた、華北時局を指導するため北上すべしという命令がある。
有
吉
は、黄
郛
が
既
に
排
日
弾
圧、内
部
の
強
化
に
つ
い
て
口
約
し
て
い
た
の
で、
「早
急
ニ
北
上
セ
ハ
政
治
協
定
等
ノ
世
評
ノ
為
却
テ
支
那
内
部
ノ
混
乱
ヲ
来
ス
虞
ア
ル」と
指
摘
し、そ
の
た
め
北
上
し
な
い
と
上
申
し
た(
92)。
こ
こ
で
最
も
重
要
な
点
は、有
吉
が、
『大
公
報』主筆の張季鸞や軍政部政務次長陳儀から、華北行政が広範な権限 黄 与えている め、華北の駐在部隊に関し
関
法
第
六
八
巻
四
号
四
四
(九
六
一
)
て
は
黄
郛
と
何
応
欽
が
そ
れ
を
処
理
し、南
京
は
そ
れ
に
干
渉
し
な
い
と
い
う
情
報
を
掴
ん
で
い
た(
93)。さ
ら
に、桑
島
は、日
中
外
交
交渉の開始が報道される恐れがあり、対日強硬派の外交部長が更迭された情報もある上、華北における一切の交渉を依然とし 軍部 主導していたことを取り上げて、有吉の北上に賛成しないと表明した
(
94)。
現地の中山は、協定が既に日支間の直接交渉を受けた結果であると見ており、有吉の北上が却ってこうした結果に
不
利
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
た(
95)。中
山
は、む
し
ろ
当
面
の
問
題
は、李
際
春
軍
と
北
平
山
海
関
鉄
道
交
通
問
題
等
で
あ
る
と
指
摘
し
た(
96)。さ
ら
に
中
山
は、も
し
宋
子
文
が
ア
メ
リ
カ
と
の
借
款
交
渉
に
成
功
し、加
え
て、張
学
良
が
帰
国
す
る可能性や西南方面で停戦反対運動が広がることを考慮するなら
ば
、黄郛ら親日派が危険に陥る恐れがあると判断し
た(
97)。そ
し
て、長
城
付
近
の
関
東
軍
の
兵
力
を
もっ
て、勢
力
が
弱
い
黄
郛
と
何
応
欽
と
の
合
作
政
権
へ
の
反
対
勢
力
に
対
抗
す
る
こ
とで、華北の安定を図り、同親日政権を援助すべきであると建言した
(
98)。
在外外交官らは、こうした華北 状況から直ちに黄郛に政治協定を押し付けることに関しては自制し、国民政府の
対日緩和政策に期待をかけるようになった。特に、中山は、塘沽協定 初の日中直接交渉であることを重視し、その協定により華北が安定的な状態にな その安定状態を維持で 黄郛ら親日政権を支持することで、戦区問題 どの解決において有利な立場が得られ と考えてい と言える。
こうした認識のもとで、関東軍、戦区接収委員会は、七月二日から六日 わたって、大連で傀儡軍の処理、戦区の
接収、北寧鉄路と奉山路との連絡問題 巡って会議を開 その結果、傀儡軍に関しては、その三分の二を解散し、三分の一を再編成した後に河北省保 隊という名で灤東 継続して駐屯させることに合意 、北寧路通車に関しては、関東軍が、
中日「満」三方からなる委員会を作り、共同で管理するという案を提起したことに対し、中国側は「満州
黄
郛
と
華
北
問
題
の
展
開
（
一
九
三
三
―
一
九
三
四
）
四
五
(九
六
〇
)
国」の
承
認
に
繋
が
る
動
き
に
は
注
意
を
払っ
て
い
た
の
で、同
案
を
拒
否
し
た(
99)。ま
た、委
員
と
李
際
春
側
は、唐
山
で
一
四
日
か
ら一九日までに関東軍の斡旋のもとで合議し、五一・五万円の改編金と合法的ポストを与えることを前提として、傀儡軍の改編に合意した
(
100)。
中国側は、この三つの善後会議において成功したように見えるが、これらは関内外の通車を約束するという犠牲の
上に獲得したものであった。なぜなら、大連会議において 奉天と北平と 「国際直通列車」の運転の「実施期日其ノ他細目ニ就テハ別途協議ス」という口約が残されたため、これが後に関東軍側が関内外 車、通郵、通航を要求する際の口実 使われることにな
(
101)。
この時期は李君山が「密月時代」と称するように、陥落した二二県も、七月二三日までに一五県の接収が進んでお
り、八
月
三
日
ま
で
に
遵
化
以
外
で
の
作
業
は
一
段
落
を
遂
げ
て
い
た(
102)。そ
し
て、黄
郛
は、華
北
状
況
の
報
告
と
今
後
の
対
策
に
つ
いて蔣介石と相談するため、三日に南下した。
⚓
．善後交渉の変質
黄
郛
が
南
下
す
る
一
日
前
に、中
山
は、
「長
城
各
口
警
備、関
内
外
郵
政、山
海
関
等
処
海
関
等
問
題」に
つ
い
て
話
し
合
う
た
め
黄を訪問した
(
103)。柴山は、黄の第一回南下を自らの権限拡張を要求するためと見ていた
(
104)。
黄郛が六日に、汪精衛が一一日に牯岭につき、蔣汪黄の三人は、再び対日方針 ついて協議した。その内容につい
ては、具体的な記録が残され いないため正確には把握できないが、中山が提出した三件について相談したものと推測
で
き
る。黄
は、
「自
分
が
述
べ
た
対
外
策
が
受
け
入
れ
ら
れ
た」と
記
し
た
が、蔣
は「対
倭
外
交
方
針
を
定
め、妥
協
す
る
こ
と
関
法
第
六
八
巻
四
号
四
六
(九
五
九
)
に
は
変
わ
ら
な
い」と
し
か
記
し
て
い
な
かっ
た(
105)。そ
し
て、蔣
と
汪
の
内
諾
を
得
た
上
で、黄
郛
は
上
海
で「山
海
関
税
関、東
北
郵政、長城沿線各関口の検査、北寧路連運等の問題について各主管部門との意見交換を経て、その上で北平に帰って処
理
す
る」こ
と
を
計
画
し
て
い
た(
106)。し
か
し、宋
子
文
が
帰
国
し、蔣
と
の
会
談
が
実
現
し
た
こ
と
に
よっ
て、黄
は、九
月
六
日
か
ら
開
催
予
定
の
廬
山
会
議
に
お
い
て
は、八
月
に
な
さ
れ
た
合
意
か
ら
多
少
の
違
い
が
出
て
く
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
憂
慮
し
て
い
た(
107)。ま
た、黄
郛
は
北
平
公
安
部
長
と
北
寧
路
局
長
の
二
つ
ポ
ス
ト
に
関
し
て、現
職
の
東
北
軍
系
統
の
鮑
毓
麟
と
銭
宗
澤
に
入
れ
替
え、それぞれ日本留学経験をもつ余晋龢と関東軍と交渉している殷同を当てる提案をしたが、政府内にて反対された。そこで 蔣介石から当該人事への支持が得られるまで、黄郛は帰任を延期した。
九
月
七
日
に、蔣
介
石
は、廬
山
会
議
に
お
い
て「対
外
方
針
を
既
定
の
弁
法
に
従
う
と
決
め
た」と
黄
に
伝
え
た(
108)。そ
の
規
定
の
弁法とは、東四省の割譲、満州国の承認は絶対承諾できないという以外は、黄ら華北 局に相当の自由裁量を附与する
と
い
う
内
容
で
あっ
た(
109)。こ
の
会
議
で
は、国
民
政
府
は「先
安
内・後
攘
外」の
立
場
を
取
り、
「中
共
の
掃
討
が
最
重
要
課
題」
であ とし、
「自救・自存」と「国力の増強」という「救国大計」を確定した
(
110)。
一方、華北では、外交部と鉄道部が、関内外の通車を許可しないという主張を堅持したため、関東軍は唐山から山
海関までの中国側の接収を阻止する措置を取り、双方は対峙していた。そして 大連会議の続きという名の下で、関東軍側、奉山局と北寧局の代表者は、八月八日 九日に奉天で列車運転引続、奉山北寧両鉄路接 駅の処理、清算、関
東
軍
の
軍
需
品
輸
送、連
絡
及「国
際」直
通
列
車
と
い
う
五
つ
の
項
目
を
巡っ
て
交
渉
し
た(
111)。関
東
軍
側
は、巧
み
に
中
国
側
を
「満
州
国」承
認
に
引
き
寄
せ
よ
う
と
企
図
し
て
い
た(
112)。奉
天
会
議
で
は、殷
が
一
〇
月
中
に
奉
天
ま
た
は
天
津
に
て
関
内
外
通
車
に
関
する会議を開催することを約束した
(
113)。
黄
郛
と
華
北
問
題
の
展
開
（
一
九
三
三
―
一
九
三
四
）
四
七
(九
五
八
)
軍事関係も悪化していた。九月一六日に、宋哲元は、非武装地区に入った吉鴻昌、方振部らの部隊を討伐しようと
したが、承徳特務機関長松室孝良により、宋軍が昌平と延慶一線の延長線内に踏み込んだことが協定違反であり、日「満」軍
が
断
然
た
る
措
置
を
取
る
と
警
告
さ
れ
た
こ
と
を
蔣
介
石
に
報
告
し
た(
114)。何
応
欽
は、関
東
軍
が
長
城
線
に
進
出
す
る
こ
と
で
政治問題になることを恐れており、協議のため岡村の来平を要請すべく関東軍と交渉したものの、展開 なかった
(
115)。
岡村は黄郛が北平に帰任するなら、自分も自発的に赴くと答えたため、何は、蔣介石に黄の早速 帰任を促すよう懇請
し
た(
116)。さ
ら
に、政
整
会
委
員
の
蕭
振
瀛
か
ら、日
本
が
内
蒙
古
の
独
立
を
企
図
し、百
霊
廟
に
て
会
議
を
開
き、扇
動
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あっ
た(
117)。こ
う
し
た
情
勢
の
中
で、蔣
介
石
は、平
津
の
人
事
に
関
し
て
黄
の
意
に
沿
う
こ
と
を
決
め、黄
の
帰
任
を
促
した
(
118)。
一〇月四日、黄郛は北平
に帰任し 。二〇日に、黄は交通部長朱家驊に対し、東北郵政が遅かれ早かれ協議される
の
で、部
と
し
て
の
最
高
原
則
が
早
く
定
ま
る
こ
と
を
願っ
て
い
る
と
い
う
連
絡
を
入
れ
た(
119)。二
七
日
に、殷
同
は
北
寧
路
局
長
に
就
任し、直ちに通車交渉に従事した。朱には、一一月三日に郵政をめぐり暫くは現状を維持する いう国防会議の結果を伝え、もし日本側が変更を申し出ても、それをうまく断 よう返電した
(
120)。
黄郛が南で蔣、汪ら南京中央と様々な善後交渉を準備していた時期に、関東軍側は、黄ら華北当局との間で政治協
定を結ぼうとしていた。
関東軍側は陸軍中央に対し、八 三〇日付で、停戦協定に伴う善後処理に関し 北支政権と「満州国」との間で通
商、交通、通信等の諸問題を解決すべき いう主張を上申し、同時 第 課の試案である「停戦ニ関スル協定ニ伴フ
善
後
処
理
要
領」を
原
田
課
長
が
帰
朝
の
際
に
提
出
さ
せ
た(
121)。そ
の
方
針
は、三
つ
の
内
容
を
含
ん
で
い
た(
122)。ま
ず、当
協
定
を
通
関
法
第
六
八
巻
四
号
四
八
(九
五
七
)
して、北支政権に実質的に親日満の必要性を認識させ、追って日「満」支親善という段階に進めることである。次に、協定の実施は、当初は関東軍との間で行われたが、今後は「満州国」と華北政権との直接交渉 移行することである。三つ目は、当協定及び他の取決めを達成するに当 って、あらゆる機会を利用し、北支政権に名実共に「満州国」を承認させることである。要領 は、国境、山海関方面の問題 水陸両路の通商貿易の復活、相互の郵政、電信電話連絡の復活、満州と華北間に航空路 開設、華北地域内の反満抗日運動と満州国への攪乱 企図の一切禁止という七項目
の
内
容
が
含
ま
れ
た(
123)。特
に、国
境
の
項
は、
「長
城
線
ハ
満
州
側
ニ
含
ム
モ
ノ
ト
ス」
、「長
城
南
側
及
西
側
ニ
接
続
ス
ル
部
落
ニ
ハ
各境界ニ於ケル諸般ノ事務ヲ処理スル為必要ナル満州国ノ機 ヲ設置ス」となっていた
(
124)。
関東軍側 案に対して、陸軍中央は全面的な支持を与えたほか、交通、通信、
航空などの設定に関して、
「満州国」
と華北政権との間で直接交渉を行わせることを希望するが やむを得ない場合は「満州国」の地方官庁又は会社等中国側の地方的又は業務的機関等との間に合意を成立させ のも一案であり、交渉の時期に関しては、中国の政局及び華北政権 立場を考慮する必要があるとの指示を出した
(
125)。外務省の返電は、それへの支持を示し、もし「満州国」
の
承
認
が
困
難
に
な
る
場
合
は、そ
の「認
容」を
要
求
す
べ
し
と
命
令
し
た(
126)。政
整
会
と
軍
分
会
に
よ
る
同
案
の
交
渉
開
始
に
先
立
ち、関
東
軍
側
が
成
案
を
作
成
し
て
い
た
と
い
う
過
程
は、臧
运
祜
の
研
究(
127)に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
詳
細
は
そ
れ
に
譲
り、以下では、関東軍 がこうした強硬な要求を華北側に突き付けた理由 ついて見てみたい。
九月二五日に、岡村は「満州国」の国務院に、塘沽会議と大連会議の際に、政治協定の締結だけでなく一般的な政
治問題にも触れることができず、特
に、大連会議では善後処理に関して、単に戦区の接収、雑軍の整理等の原則のみ
を
規
定
し
た
の
み
で、細
部
が
未
解
決
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
と
説
明
し
た(
128)。即
ち、関
税、郵
政、航
空
路、長
城
戦
の
警
備
等
は、
黄
郛
と
華
北
問
題
の
展
開
（
一
九
三
三
―
一
九
三
四
）
四
九
(九
五
六
)
具
体
的
な
取
り
決
め
が
出
来
て
い
な
い
た
め、日「満」中
間
に
意
見
の
相
違
が
生
じ
る
可
能
性
が
高
い
の
で、
「華
北
政
権
ノ
動
揺、
関
東
軍
ト
北
支
政
権
ト
の
精
神
的
融
和
ノ
不
完
全」と
な
る、と
述
べ
た(
129)。こ
れ
が、政
治
協
定
を
提
案
し
た
理
由
で
あ
る
と
指
摘
で
きる。また、岡村は、関東軍が今後、満州国と華北政権との間で「橋渡し」の役割を果たすことになると言明した
(
130)。
こうして、関東軍、陸軍中央、外務省は、華北政権に対して、今後の善後交渉を通じて満州国の承認若しくは認容
を求め、政整会が緊密な親日「満」政権になるべきだ いう意思を押し付けた。一一月六日から九日まで行われた北平会議の詳細は先行研究に譲るが 以下では、その過程にお て喜多が明示した意見と黄 思惑とのずれを見ていきたい。
交
渉
に
あ
たっ
て、黄
郛
ら
は
従
来
の
方
針
を
堅
持
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
た(
131)。七
日
朝
の
予
備
会
談
に
お
い
て、黄
郛
は、長
城
線の警備権が「当分ノ間」に日本軍にあるという
文字を挿入し、それを交渉の原則として関東軍に同意させようとし
た
が、岡
村
は
応
じ
な
かっ
た(
132)。塘
沽
協
定
と
北
平
会
議
の
議
論
を
比
較
す
れ
ば
、関
東
軍
が「概
ネ
長
城
ノ
線
ニ
帰
還
ス」の「概
ネ」い
う
文
字
を、
「長
城
線
ヲ
含
マ
サ
ル」へ
と
質
的
に
書
き
変
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る(
133)。喜
多
は、
「長
城
線
の
警
備
権
が
日
満
側にあることが本案の精神」であり、
「概ねの意味が長城線の左右近旁であり、必ず長城線までに至るわけではない」
と主張した
(
134)。通商と通航に関して、黄郛は、前者は自分と何応欽の権限外であり、取り決めを行うことは難しいが、
後
者
は
自
分
と
何
が
華
北
に
い
る
限
り
は、第
三
国
と
の
間
で
航
空
を
交
渉
す
る
こ
と
は
な
い
と
保
証
し
た(
135)。ま
た、黄
郛
は
今
回
の
協議はあくまでも相談であり、強圧的なものではなく、中央の諒解の下で行うことを要望したが、喜多は、塘沽協定に先だって関東軍が既に平津を掌握済みであるという情勢 あり、今回はその延長線上
の会談であるため、中国が完
全に対等な態度で一々言い争う は大きな間違い ると言明した
(
136)。
関
法
第
六
八
巻
四
号
五
〇
(九
五
五
)
会
議
の
結
果、
「北
平
申
合
事
項(
137)」が
成
立
し、黄
郛
ら
は
関
東
軍
側
の
要
求
を
完
全
に
受
け
入
れ
る
こ
と
と
なっ
た(
138)。中
国
側
か
ら
見れ
ば
、黄郛が申し出た意見は一蹴され、殷同が提出した「北平会談追加事項」を「希望事項」として扱う要望も拒
否
さ
れ
た(
139)。こ
の
会
議
は、
「満
州
国」承
認
に
一
歩
を
踏
み
出
し
た
も
の
で
あ
り、華
北
政
権
の
長
城
線
以
南
の
警
備
権
は
失
わ
れ
た(
140)。
その意味で、同会議は塘沽協定とは異なる新たな「協定」であると見なすべきであろう。
中
で
も、八
日
午
前
に、黄
郛
は
一
個
人
の
立
場
で
岡
村
を
訪
問
し、条
件
の
緩
和
を
説
得
し
よ
う
と
し
て
い
た
が、
「彼（岡
村）
は我が国に同情する立場しか表明できない、根本的な政策を放棄できない」という失望的な対応であった
(
141)。黄郛は、
「屈しなけれ
ば
直ちに反撃されるが、屈服すれ
ば
辱国喪権」
、「関東軍は横暴と失信」であり、
「関東軍（特に根本）は
度
が
過
ぎ
て
い
る」と
認
識
し
て
い
た(
142)。蔣
介
石
へ
の
報
告
に
は、
「（一）会
談
で
は
換
文
ま
た
署
名
を
せ
ず、記
録
の
み、
（二）塘
沽協定の未了事の一部であり、偽国を承認する意は し」
、「とりあえず、我方が偽国の存在を取り消す実力を持たな
い限り、口頭のみで偽国の進行を阻止すること できない」というやむなき心境が吐露され、各界に諒解を求める要請
も
含
ま
れ
て
い
た(
143)。大
連
会
議
と
北
平
申
合
事
項
は、黄
に
相
当
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た。政
府
内
で
も
汪
蔣
に
反
対
す
る
気
運
が
濃厚となり、黄郛は「頗ニ悲観的」 なった
(
144)。
善後交渉をめぐる以上の経緯は、日 双方の立場から次の二点に纏めることができる。まず、日本側としては、関
東軍側の塘沽協定及び政整会に対する認識から判断 れ
ば
、華北の政局に必ずしも満足していると言えない。また、
関東軍側が政整会に「満州国」の承認を求めることを諦めていなかったこと 、第一次大連会議の時に、関内外の通車を契機にその承認を迫ろうとした点からもわか
る。次に中国側としては、塘沽協定の締結を契機に、南京中央は黄
郛に権限を与え過ぎてはなら 気付き、その権限を縮小し始 ようと ていた。黄は、八月の蔣汪と 会合にお
黄
郛
と
華
北
問
題
の
展
開
（
一
九
三
三
―
一
九
三
四
）
五
一
(九
五
四
)
いて権限拡大の説得には成功したものの、帰任直後に北平申合事項が承認されたことで、再び困難な立場に置かれ、自由に行動できる政治空間が制約されたことが窺える。
三、
「三通問題」と華北問題の顕在化
⚑
．華北政局の亀裂と「通車」の実行
申合事項が成立した以上、通車、通郵、通航という三通問題を巡る交渉が開始されるべきだが、中国側では一一月
二
〇
日
に
福
州
事
変(
145)が
勃
発
し、そ
れ
に
伴っ
て
反
政
府
運
動
も
高
揚
し
て
い
た。そ
の
た
め、汪
精
衛
は、一
時
交
渉
を
差
控
え
る
こ
と
を
決
定
し
た(
146)。ま
た、一
二
月
一
六
日
に
立
法
院
長
孫
科
が、通
車
交
渉
の
実
施
を
殷
同
の
越
権
行
為
と
し
て
処
罰
す
る
と
主
張
したため、善後交渉の継続は一層難しくなった。さらに、国民政府による福州事変の処理の影響は華北の政局にも及ん
だ。例
え
ば
、華
北
の
将
領
ら、特
に
韓
復
榘
は
中
央
政
府
内
の
不
穏
な
様
子
に
不
安
を
感
じ、
「連
省
自
保」で
華
北
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
を
主
張
し、黄
郛
を
華
北
の
盟
主
と
し
て
擁
立
し
た
い
と
黄
郛
を
揺
さ
ぶっ
た(
147)。黄
郛
の
側
近
で
あっ
た
湯
児
和、何
澄、許
卓
然
も、北
方
の
結
束、河
北
省
で
の
半
独
立
政
権
の
確
立、日
本
と
の
合
作・提
携
を
黄
に
上
申
し
た(
148)。し
か
し、黄
郛
は
第
三
回
政整会会議において、現状維持に努力する旨を説明すること 、将領と文官らの不安を解消しようとした
(
149)。
福州事変は一月一三日に収拾した。それにより、蔣、汪、黄一派の地位が安定的になったと見た関東軍側と中山は、
黄郛が南下する模様を察知 て、交渉の再開を迫ってきた。
二月九日、関東軍 根本に、黄郛を督促する他、北支政権の権限の拡大・強化及び国民党部を華北から駆逐す こ
と
に
関
し
て、蔣
介
石
の
保
障
を
求
め
る
よ
う
訓
令
を
送っ
た(
150)。そ
の
た
め、根
本
は
二
月
一
三
日
の
黄
郛
訪
問(
151)に
加
え、三
月
一
一
関
法
第
六
八
巻
四
号
五
二
(九
五
三
)
日、満
鉄
理
事
十
河
信
二
と
共
に
黄
を
訪
れ、そ
れ
ぞ
れ
の
口
か
ら
申
合
事
項
の
早
期
実
践
を
促
し
た(
152)。三
月
二
九
日、中
山
は「停
戦
協
定
当
時
口
約
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ノ
内
実
現
セ
サ
ル
モ
ノ
鮮
カ
ラ
ス
河
北
ノ
現
状
ニ
対
シ
日
本
側
ニ
於
テ
不
満
ヲ
抱
ク
モ
ノ
漸
ク
多
ク」と黄に注意を喚起した
(
153)。
黄
郛
は、申
合
事
項
を
含
む
幾
つ
か
の
件
を
巡っ
て、蔣
と
汪
に
相
談
す
る
た
め
南
下
す
る
つ
も
り
で
あっ
た
が、斎
藤
実
首
相
が
「東
京
内
政
の
移
転
と
満
州
国
を
帝
政
に
変
え
る」説
明
の
た
め
使
者
を
北
平
に
使
わ
せ
た
の
で、そ
の
招
待
に
応
じ
た(
154)。加
え
て、孫
殿
英
問
題
及
び
玉
田
保
安
隊
問
題
等
の
処
理
の
た
め、北
平
を
離
れ
る
こ
と
を
延
期
し
た(
155)。よ
う
や
く
四
月
三
日
に、黄
は
平
漢
線
を
使っ
て
南
下
し、五
日
に
漢
口
に
着
き、記
者
会
見
に
応
じ
る
こ
と
で、国
民
の
諒
解
を
求
め
よ
う
と
し
た(
156)。続
い
て、六
日
に
南
昌
に着き、蔣介石に会った。
黄郛は九月一九日に帰任したが、彼が留守の約半年の間に、華北政局には亀裂が生じていた。黄
郛
は
外
交
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
た
め
に、汪
精
衛
も
南
昌
に
相
談
す
る
よ
う、蔣
介
石
に
求
め
た(
157)。汪
精
衛
が
一
一
日
の
午
後
に
南
昌
に
着
く
や
否
や、黄
郛
は
華
北
の
内
外
情
勢
と
そ
れ
へ
の
対
応
方
法
に
つ
い
て
相
談
し
に
赴
い
た(
158)。そ
の
日
と
翌
一
二
日
の
夜、黄、蔣、汪の三人は 国際情勢全般、対日方針 および林陸相の辞任後の日本国内の形勢の推移を巡って討論を行っ
た(
159)。こ
の
時
点
で
の
蔣
介
石
の
日
ソ
関
係
観
は、も
し
日
本
国
内
の
文
武
の
主
張
が
一
致
し
な
い
な
ら
ば
、一
年
後
に
ソ
連
が
必
ず
攻
勢
を
取
り、空
軍
が
日
本
を
攻
め
て、第
二
次
日
露
戦
争
が
勃
発
す
る
と
い
う
も
の
だっ
た(
160)。言
い
換
え
れ
ば
、蔣
介
石
は
日
ソ
開戦に期待をかけていた
(
161)ことになるが、両国間で中国が如何にして中立を保ち得るかが課題であった。なお、通車、
通郵など具体的な問題に関しては、 の議論の詳しい記録は残されていないが、一七日上海にて行われた黄と有吉の会見から、その内容を窺うことができ
る。黄郛は、通車問題では原則的な諒解が得られたが、その具体的方法に関
黄
郛
と
華
北
問
題
の
展
開
（
一
九
三
三
―
一
九
三
四
）
五
三
(九
五
二
)
しては北に帰ってから双方で協議するため、約定が具現化されるまでは秘密を厳守すべきであると語った
(
162)。つまり、
通車問題に関しては、汪と蔣がある程度まで同意した 、通郵問題は た議題にできないという段階であ 。
加えて、黄郛と有吉の間で二件の合意に達した。一つは、両国が自国の（交渉の―筆者注）最低限の草案を準備し、
全責任を負える人を選定してから協議を行うことにより 膠着状態が打開できるだろうということであった。もう一つは、草案があれ
ば
、お互いに相手の意向を了解し、国民の懐疑心を一掃することができるため、現在のような瑣末
な問題をどのように解決するかを考える上で助けることになる、ということであった
(
163)。
一方、華北では、柴山が四月九日に、中国側が通車通郵などの問題で進展を示していない状況を批判した上で、一
三
日
に
北
寧
路
の
各
駅
に
お
い
て
日
本
軍
を
増
員
し、通
車
通
郵
を
強
行
す
る
と
言
い
放っ
た(
164)。
ま
た、参
謀
本
部
支
那
班
長
影
佐
禎
昭は、天津に赴き、通車通郵等の問題を必ず実行すべし いう軍中央部の意思を伝達した。さらに、これらは枝葉の問
題
に
過
ぎ
ず、根
本
的
な
問
題
は
黄
郛
が
帰
任
し
て
提
出
す
べ
し
と
言
明
し
た(
165)。さ
ら
に、二
四
日
に、儀
我
は、黄
が
塘
沽
協
定
の接収の権利を行使する一方、そ 約定等の義務 実行 お ず、それに関して日本側が種々の方策を準備している
と
語っ
た(
166)。黄
郛
は、影
佐
と
儀
我
の
発
言
か
ら、両
者
が
自
ら
に
不
満
を
示
し
て
い
る
と
自
覚
し
て
い
た(
167)。加
え
て、四
月
一
七
日に外務省情報部長である天羽英二が 中国における欧米勢力 排除する 声明を行っ 。華北の情勢は、いよいよ厳しいも になっていた。
この時点で国民政府と黄郛は、陸軍省から関東軍、支那駐屯軍、武官らに下される五月一九日付 命令の内容につ
いてまだ知らない。それは、既往の約束の履行が最も重要であり、その実施 当たって、黄郛の立場が困難
になる、
ある は失脚させられ こと も 申合事項の実現を 求するように、という内容であった
(
168)。
関
法
第
六
八
巻
四
号
五
四
(九
五
一
)
こうした情勢の下、一七日に汪精衛は、通車問題を速やかに進行すべきであると黄郛に打電した。しかし、開灤炭
砿
の
ス
ト
ラ
イ
キ(
169)に
際
し
て、日
本
軍
が
居
留
民
を
保
護
す
る
と
い
う
名
目
で
艦
隊
を
北
戴
河
に
派
遣
し
た
た
め、日
本
側
が
戦
区
地
域
に
侵
入
す
る
こ
と
と
なっ
た。黄
郛
は
日
本
側
が
北
戴
河
に
艦
隊
を
派
遣
し
た
こ
と
を
停
戦
協
定
の
拡
大
解
釈
と
見
な
し
た(
170)。こ
れ
が、黄郛が二一日の殷同への電報において、塘沽協定の取消を提起する直接の原因でもあったと言えるだろう
(
171)。
通車の交渉に関して、汪精衛は、国際連盟諮問委員会が英国の提出した満州通郵の事案を巡り五月一四日に議論す
るため、通車問題もその会議後まで延期しようとした。しかし黄は、通車交渉の際に通郵問題 同時に解決す よう要
求
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り、却っ
て
中
国
に
不
利
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
憂
慮
し
た(
172)。黄
郛
は、正
式
の
交
渉
を
開
始
す
る
前
に、
通
車
の
方
法
に
関
す
る
双
方
の
意
見
を
交
換
す
る
よ
う、殷
同
に
命
じ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た(
173)。そ
し
て、黄
郛
は「今
回
の
交
渉
に乗じて、戦区の瑣末な問題（例え
ば
貨物自動車、大同公司、馬蘭峪の偽軍問題等）をその交換として解決すること
は良いが、無理に解決しようとしてはならない。それは本題の障害となるからだ」と殷に指示を出した
(
174)。
殷同が一四、一五日に、山海関で「満州国」鉄道総局長の宇佐美寛爾、関東軍司令部附 後宮淳、柴山との間で協
議
を
行っ
た
結
果、九
点
か
ら
な
る
協
定
案
が
達
成
で
き
た(
175)。奉
天
会
議
の
時
に
下
地
が
敷
か
れ
て
い
た
の
で、協
定
案
で
は
重
大
な
意見の衝突はなかったが、一点だけ追加 あった。 れは、通車の運営が中国側 「満州国」側によるものではなく、「東
亜
通
運
公
司」と
い
う
空
名
の
組
織
を
作っ
て
行
う、つ
ま
り
第
三
者
の
経
理
に
よ
る
も
の
と
し
た
こ
と
で
あ
る。黄
郛
が
こ
の
項
目
を
追
加
し
た
理
由
は、第
一
案（奉
天
会
議
―
筆
者
注）に
以
下
の
よ
う
な
不
備
が
あ
る
た
め
だっ
た(
176)。す
な
わ
ち、
「一、行
車
職
員が関外に出向いた場合に、万が一その地方で法律問題が発生したなら 満州 法律に従って処理される。中国の国営鉄路の職員が満州国 法に服従することになる恐れがある」
、「二、関外の行車に関して、先方に代価を支払わない
黄
郛
と
華
北
問
題
の
展
開
（
一
九
三
三
―
一
九
三
四
）
五
五
(九
五
〇
)
で利用させるわけにはいかないので、その清算は北寧と奉山との間で直接行うべき」である
(
177)。
五月三〇日、汪は、中政会が通車案を蔣と汪の全責任で処理することを議決し、その実行に関しては政整会、北寧
路
局
及
び
各
関
係
部
門
が
行
う
と
い
う
決
定
を
行っ
た
こ
と
を
黄
に
打
電
し、黄
の
帰
任
も
促
し
た(
178)。通
車
の
方
法
に
つ
い
て、黄
は
上海銀行経理の下、旅行社によって実行しようと考え、日本側と協議するため、六月九日に殷同を柴山に同行させ、大連に派遣した
(
179)。
通車案は、二八日に北寧路局が公布し、七月一日に施行されたが、その公布をめぐり、汪、黄二人の間に意見の相
違があった。李君山の研究によると、黄が中政会に提出し可決させるという正当な手続きを求めたこと 対して、蔣と
汪
は
そ
れ
は
困
難
な
た
め
二
人
で
責
任
を
負
う
形
で
実
行
さ
せ
る
と
主
張
し
た(
180)。し
か
し、H
uang
F
u
P
apers
に
基
づ
い
て
確
認
した ころ、実際の展開はそうではな
かった。実は黄が中央の授権を求めていなかった。なぜなら、黄は、政整会が
通車を停戦協定の善後交渉の一環であると主張してきたことを踏まえ、その発表もまず軍分会によって行われるべきだ
と
考
え
て
い
た(
181)。南
京
中
央
が
こ
う
し
た
経
緯
を
了
解
せ
ず、あ
く
ま
で
も
中
政
会
に
お
い
て
原
則
と
授
権
を
決
議
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
黄
は
不
満
を
抱
い
た
の
で
あっ
た(
182)。こ
の
よ
う
に、中
央
に
お
け
る
意
思
決
定
に
は
制
約
が
あ
る
た
め、黄
は
先
方
が
関
東
軍
を代表する駐平武官、我が方 政整会を代表する北寧路局という配置 そが対等であり、もし 行政院 関東軍、政整会と武官を対置して事を進めようとすると、円滑には進まない 考えていた
(
183)。
結
局、通
車
は
実
現
し
た
も
の
の、内
外
に
ま
だ
多
く
の
困
難
が
残っ
た
た
め、黄
郛
は
自
ら
の
辞
任
を
蔣
に
申
し
出
た(
184)。黄
が
言
及した国内の困難とは、国民と中央の間の諒解の欠如であり、また国外の困難とは、日本側の圧迫と通郵問題であった
と考えられる。
関
法
第
六
八
巻
四
号
五
六
(九
四
九
)
⚒
．協定取消に対する日中の対応
六
月
五
日
に、黄
郛
を
標
的
と
す
る
爆
殺
未
遂
事
件
が
生
じ
た(
185)。六
日
に、黄
は
有
吉
に
対
し
て、中
国
は
既
に
通
車、通
関、通
郵など申合事項の中の主要な問題を解決し、関東軍に対する義務を果たしているので、日本軍もその撤兵を履行するよ
う
要
望
し
た(
186)。し
か
し、黄
は「直
接
ニ
停
戦
協
定
自
体
ノ
廃
棄
又
ハ
新
政
治
協
定
ノ
希
望」を
表
明
し
た
わ
け
で
は
な
かっ
た(
187)。
九日に、黄は、撤兵と通車問題を関東軍側と協議するため殷同を大連に派遣し 。
その第二次大連会議において、一三日、殷同は、申合事項が公表されていない中で戦区内に天津軍と関東軍の双方
が駐留するため 中国の民衆は関東軍 関内駐兵を協定違反と見なし、協定を結んだ黄の立場が極めて困難になってい
る
と
訴
え
た。そ
の
上
で、
「戦
区
内
ヲ
正
常
化
ス
ル
為
是
等
ノ
問
題
ヲ
日
支
間
ノ
正
式
外
交
交
渉
ニ
移
シ」た
い
と
い
う、黄
の
意
向を伝えた
(
188)。岡村は、戦区諸問題を外交に移
すためには、大使館及び中央の意見が必要であると応酬した
(
189)。菱刈は、
殷の申し入れ 解決を遷延し責任を転嫁するためのものであり、政治協定の交渉開始 もって軍事協定の解消を企図するも だと理解した。その 満州問題の解決に関する日中直接交渉の開始に先立って、黄の要求に軽率に応諾し
て
は
な
ら
な
い
と
判
断
し
た(
190)。黄
の
主
張
を
言
い
換
え
る
な
ら、申
合
事
項
の
中
で
既
に
解
決
し
た
事
項
を
通
し
て
中
国
側
の
誠
意
は充分に表明されており、未 の項目 ついては日中間の正式な外交に委ねたいというものであった。しかし、菱刈は、軍事協定の解消は政治協定締結後に初 て行われるべきであると理解してい 。史料を照合すれ
ば
、政治協定
の締結という言葉に触れた最も早い記録は、菱刈の上記の電報であった。
そ
れ
に
対
し
て、黄
は、現
在
の
中
央
の
政
情
か
ら
見
れ
ば
、代
替
案
を
容
易
に
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
識
し
て
お
り、
「一
先
ず、申
合
事
項
の
廃
止
を
目
指
し
て、越
界
し
た
兵
隊
の
撤
兵
に
尽
く
す。我
が
国
の
行
政
主
権
が
尊
重
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
黄
郛
と
華
北
問
題
の
展
開
（
一
九
三
三
―
一
九
三
四
）
五
七
(九
四
八
)
し、それにより、戦区内の一切の紛糾を一掃できる」と殷に返電した
(
191)。黄はさらなる交渉をしようとしていたので、
殷
に
対
し
て「柴
山
の
斡
旋
を
懇
請」し、
「我
が
方
の
誠
意
を
諒
解
し、相
当
の
安
慰
を
く
れ
る
な
ら
ば
、今
後
我々
に
引
き
続
き
努
力
を
行
う
余
地
が
生
じ
る。こ
れ
は
東
亜
の
百
年
安
危
の
大
計
で
あ
り、両
民
族
の
栄
枯
に
関
わ
る」と
伝
え
る
よ
う
指
示
し
た(
192)。そ
して、天津に戻った殷同は、岡村に対して行った申出を二九日に田中代理領事に対しても積極的に打診した。しかし、岡村は、自ら交渉を回避したのみならず、柴山に「通郵草案を一つ、航空連絡草案を三種類」を携行させ、それを殷に
提
出
す
る
こ
と
で、こ
の
問
題
を
一
挙
に
解
決
す
る
よ
う
促
し
た(
193)。し
か
し、関
東
軍
側
の
通
郵
と
通
航
の
同
時
解
決
と
い
う
主
張
に対し、蔣介石はそれを拒絶すべきであると指示し、黄は関東軍の行動が「人の死生を顧みない」と憤慨した
(
194)。
一
方、陸
軍
省
軍
事
課
は、上
記
の
情
報
に
接
し
た
後
に、六
月
二
九
日
付
の
対
案
を
作っ
た。そ
の
内
容
は、
「停
戦
協
定
ハ
尚
相
当長期ニ亘リ之カ存続ヲ必要トシ此ノ間局部的状態ノ好転等ヲ以テ妄ニ停戦協定ヲ改廃スヘキモノニ非ス いうもの
で
あっ
た(
195)。停
戦
協
定
取
消
の
時
期
は、中
国
側
が「満
州
国」を
攻
撃
し
な
い
こ
と
を
約
束
し、日
中
間
に
明
確
な
協
定
が
成
立
し
た
後
と
考
え
ら
れ
て
い
た(
196)。そ
れ
に
代
わ
る
政
治
協
定
に
つ
い
て
は、両
政
府
間
で
締
結
す
る
も
の
の、そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
更
に研究する必要があり、も それが塘沽と同様の内容であれ
ば
日本に最も好都合であるが、中国側がそれに応じるか
どうかは疑問である、といった見解が含まれていた
(
197)。大城戸三治が、この案を七月四日に外務省第一課に持ちかけ、
意見を求めたところ、外務省は七日 「全然同意見」と 返答を行った
(
198)。
こうした硬直状態の中、黄郛はまず通車交渉に力を入れ、それを実現させた後に、再び協定の取消を提起しようと
した。七月七
日、黄は汪精衛に、自 の塘沽協定締結に至る苦衷を訴え、既に通車が実現したのであるから、同協定
の
取
消
を
交
渉
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た(
199)。し
か
し、こ
の
種
の
交
渉
は
冒
険
を
伴
う
工
作
で
あ
る
た
め、も
し
先
方
が
応
じ
な
い
関
法
第
六
八
巻
四
号
五
八
(九
四
七
)
場
合
は
自
分
の
後
任
を
選
ぶ
か、政
整
会
を
撤
廃
す
る
か、中
央
が
早
め
に
準
備
を
す
る
よ
う
に
汪
に
献
策
し
た(
200)。続
い
て、一
七
日
に黄は、関東軍側との会見のため殷同を派遣すると岡村に電話を掛けた。黄は汪と蔣に対し、会見が回避されない限りは徹底的に談判を行うべきだが、その結果は予測できない。しかし、それに尽力することが公私共に説明責任を果たすこと なる という自ら 考えを伝えた
(
201)。
岡
村
は
二
三
日
か
ら
二
六
日
の
四
日
間
に、大
連
に
お
い
て
殷
と
の
会
見
が
可
能
で
あ
る
と
黄
に
返
事
を
し
た(
202)。そ
こ
で
黄
は、協
定の取消、及び自ら起草した「通郵会商歩驟
(
203)」、および通航の三点を協議するために、殷を大連に派遣した。
その議題の中でも協定の取消に関しては、第一の展開として交渉が順調に進むようであれ
ば
、無条件で塘沽協定の
撤廃を求め、その代わ に、双方の当局が各自 立場から一つの宣言を発表すること。も 交渉が順調でなけれ
ば
、
第二
の展開として、この一年来に戦区に起こった紛糾を一掃すべきであり、塘沽協定を双方が誠実に順守し、拡大や
歪
曲
解
釈
を
し
な
い
こ
と
を
最
低
限
の
要
求
と
す
る
こ
と、と
命
じ
た(
204)。黄
は、
「任
務
が
成
功
す
れ
ば
、命
令
に
従っ
て
帰
任
し、今
後の数カ月は安定 維持することができ その時までには共産党の討伐も完成し、中央の政局も堅固となる」
、「も
失敗すれ
ば
、郛が引き続き周旋することは不可能となるため、自らを弾劾して欲しい」と表明した
(
205)。
しかし、協定の取消を巡っては、黄と汪の間に意見の相違があった。汪精衛は、無条件での取消をめぐり、それが
可能なら
ば
よいが、所謂代替宣言が却って軍事性質を政治性質に変える恐れがあるため、国民の間に再び懸念と臆説
が
生
じ
る
と
考
え
た。そ
こ
で、ま
ず
第
二
点
か
ら
着
手
す
る
ほ
う
が、よ
り
適
切
で
あ
る
と
主
張
し
た(
206)。汪
は
こ
う
し
た
見
解
を
蔣
に
送
り、意
見
を
求
め
た。蔣
は、宣
言
の
内
容
な
ど
も
深
く
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
た
め、汪
の
意
見
を
支
持
し
た(
207)。こ
う
し
た
意
見の不一致の中で、唐有壬が佐藤海軍武官と行った会談では、後者は、唐 話から協定 廃棄より寧ろ履行が望まし
黄
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いという印象を受けた
(
208)。
七
月
一
七
日、外
務
省
は、北
平
新
書
記
官
の
若
杉
要
に
対
し、陸
軍
省
の
意
見
に
同
意
し
た
こ
と
を
伝
え
た
上
で、
「北
支
協
定
ハ
同協定ノ趣旨ヲ保含スル政治協定成立スルカ乃至ハ少クトモ右実現ニ関シ充分ノ成算アルコトヲ必要トスル」と訓令し
た(
209)。ま
た、上
海
に
お
い
て、有
吉
は
唐
有
壬
に
対
し
て、新
た
な
政
治
協
定
の
締
結
に
際
し
て
は
必
然
的
に「満
州
国」の
存
在
を前提とするという規定を設ける必要が生じるが、それは中国側にとっては不可能であろうと打診し、唐は、同感であることを示した
(
210)。
こうした経緯を背景にして、第三次大連会議が開かれた。岡村らは、戦区正常化のため、停戦協定に代わるべき新
たな政治協定 締結するこ を正式に提示した。政治協定の交渉は政府間で行われるもので、軍部は関与すべきでない
も
の
の、一
方
的
な
声
明
な
ど
を
用
い
て
停
戦
協
定
を
破
棄
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
念
を
押
し
た(
211)。ま
た、上
海での外交接触の場においても、有野学書記官は戦区の排日抗日運動の停止と中日「満」の保持が、協定取消の条件であると声明した
(
212)。
こうして、停戦協定の取り扱いに関しては、黄がその取消を目指したものの、日本側はそれに代替するものとして
政治協定の締結を要求 てきた。そうした政治 結ぶことは中国の国内情勢からは不可能であるだけでなく その是非を巡り黄と汪蔣との間に意見の不一致もあっ 。したがって、停戦協定の取消が極めて困難 ったことが窺える。
また、通郵と通航に関 は、蔣介石は通郵の原則はそれなりに適切と見なしたものの、連航に関して 実行しな
い方がよいという考えであった。仮に通航の実施がやむを得ない場合でも、航空会社は ず中国側で管轄し、空港も
関
法
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榆関、古北口、多倫の三カ所に限定し、内地に向けての航路延長をほのめかす語句が紛れ込んでいてはならないと黄に
伝
え
た(
213)。第
三
次
大
連
会
議
に
お
い
て、双
方
は
八
項
目
に
つ
い
て
合
意
に
達
し、そ
の
中
で
通
郵
に
関
し
て
は、双
方
が
ま
ず
北
戴
河
で
原
則
を
協
議
す
る
こ
と
と
決
め
ら
れ
た(
214)。こ
の
よ
う
し
て、通
郵
を
め
ぐ
る
準
備
工
作
が
で
き
あ
がっ
た
と
言
え
る。そ
の
後
の展開は、黄の帰任後の行動次第であった。
黄は帰任する前に、廬山で一か月ほど滞在した。廬山会合の開催に伴って、華北政局に悪影響を及ぼす出来事が生
じた。それは、影佐が黄郛を華 から排除しようとする動きであった。こうした動きに対して黄は悲憤し、そのような所作は内外とも諒解しないであろうと感嘆した。それでも協定に齎し 平和を尊重し、岡村、梅津美治郎、根本に対して、影佐の意見が軍部の多数意見を代表するも かどうかを伺うことを殷に命令 、もしそれが多数意見であれば
、「私
は
影
佐
の
意
に
従っ
て、北
行
し
な
い」と
表
明
し
た(
215)。殷
の
問
い
に
対
し、鈴
木
が
そ
れ
を
否
定
し
た
た
め、こ
の
件
は
一
旦鎮火した
(
216)。
黄は、九月六日に上海に戻り、翌日には日本側が、既に交渉の人員が配置できたので、中国側も速やかに委員を決
定
す
る
よ
う
に
と
い
う
関
東
軍
の
意
見
を
朱
家
驊
に
伝
え
て
き
た(
217)。朱
は、八
日
に
郵
送
総
局
の
高
宗
武、郵
務
長
余
翔
麟、天
津
副
郵務長曹鑑庭の三人を委員に選び、高を主席としな らも殷同 同席を要請した
(
218)。
⚓
．華北政局の動揺と「通郵」交渉
「通
郵」交
渉
の
過
程
に
つ
い
て
は、先
行
研
究
に
お
い
て
既
に
詳
細
が
明
ら
か
に
なっ
て
い
る(
219)の
で、こ
の
節
で
は、主
に
通
郵
交
渉に伴って生じた駐華日本官憲 対中政策の変化と それに並行 て が行動できる政治空間が縮小 過程 つい
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て見ていく。
陸軍中央の黄に対する強硬政策については前節で説明したが、駐華日本軍人の対中政策も著しい変化を見せていた。
そ
の
こ
と
は、
「満
州
国」軍
政
部
最
高
顧
問
と
なっ
た
板
垣
征
四
郎
が
一
九
三
四
年
八
月
二
七
に
作
成
し
た「満
洲
国
ノ
対
支
施
策
統
制ニ関スル意見」の内容からわかる。その中で板垣は、国民政府は有害政権であり、その存在を否定し、打倒するためには、秘密施策に着手することが急務であり、一先ず、河北省の領有又は絶対指導権を獲得することが目標であると
し
た(
220)。こ
の
意
見
書
は、参
謀
本
部、陸
軍
省、支
那
駐
屯
軍
参
謀
長、各
地
武
官、お
よ
び
土
肥
原
賢
二
に
配
布
さ
れ
た。こ
う
した中央と現地の軍内部との意見の通達が、一九三五年の自治運動を策動する源泉となったと言える。
また、黄と交渉関係を持った影佐と柴山は、既に黄の権限が制約されている現状を理解していた。それは、黄郛が
帰任する前の会談からも明らかである。影佐は、南京が華北に軍権を附与
しておらず、行政権も有名無実であり、財
政権も協定後に剥奪し、外交権も回収しようとしていると黄に対して指摘した。黄も、自ら 既に権限を失っているた
め、北
上
し
て
も
意
味
が
な
い
と
吐
露
し
て
い
た(
221)。柴
山
は、黄
の
外
交
権
限
に
若
干
の
拡
張
を
認
め
る
も
の
の、最
近
の
南
京
中
央の情勢から見れ
ば
、蔣、汪二名の諒解のみで 実行の可能性がないと判断していた
(
222)。
このように華 の政局に動揺が生じていた時期に、通郵交渉が開始された。交渉の当事者 関東軍の嘱托（藤原保
明ら）と交通部であったが、殷同と李択一のほか、儀我 柴山もオブザーバーとして参加した。北戴河で 協議で 、藤
原
が「満
州
国」切
手
の
発
行、
「満
州
国」及
び
新
京
の
地
名
の
使
用、そ
し
て
郵
政
庁
の
設
立
と
い
う
三
つ
を
承
認
す
る
よ
う
要
求し、一般協定は関東軍と中国側との間で行うもの 、事務的な取決めは「満州国郵政庁」と 間 行うように迫った(
223)。
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通郵をめぐる第一回の正式な交渉は二八日に殷同宅で開かれた。関東軍側は、郵便物の中「満」直接交換と電信電
話
の
同
時
解
決
を
要
求
し
た(
224)。こ
れ
に
対
し
て、高
宗
武
ら
は、電
信
電
話
は
自
ら
の
権
限
外
で
あ
る
と
主
張
し、そ
れ
以
外
の
要
求
に
つ
い
て
も
全
て
拒
否
し
た(
225)。こ
の
よ
う
に
交
渉
は
最
初
か
ら
対
立
し
た
た
め、双
方
と
も、南
京、長
春
に
請
訓
を
求
め
た。汪
精
衛
は、
「満」側
の
切
手
を
拒
否
し、郵
便
物
は
第
三
者
を
介
し
て
交
換
す
る
と
い
う
意
見
を
持っ
た
が、黄
郛
は、国
連
の
決
定
に
基
づ
き
機
関
と
機
関
と
の
関
係
さ
え
守
ら
れ
れ
ば
、他
は
譲
歩
し
て
も
よ
い
と
い
う
見
解
を
抱
え
て
お
り、両
者
の
意
思
は
か
な
り
食
い
違っ
て
い
た(
226)。こ
の
食
い
違
い
が、そ
の
後
の
汪
朱
対
黄
の
意
見
対
立
の
構
図
と
なっ
た。一
方、一
〇
月
一
日
の
オ
ブ
ザー
バー
会
議で、儀我と柴山が殷と李に通郵を承認するよう要求し、翌日、殷は最初の訓令には郵政庁の承認は含まれていないも
の
の、黄
郛
が
責
任
を
持っ
て
そ
れ
を
認
め
る
よ
う
に
委
員
に
命
じ
る
と
返
答
し
た。そ
の
上
で、
「満
州」の
文
字
だ
け
は
絶
対
に
削
除
す
る
よ
う
懇
請
し、そ
れ
以
外
は
大
き
な
問
題
で
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
こ
と
を
漏
ら
し
た(
227)。双
方
に
そ
れ
ぞ
れ
回
訓
が
届
い
たので、四日に交渉が再開した 、切手問題を巡る双方の意見の懸隔が甚だしいため、会議は中断された。五日に柴山
は、
「連
航
と
通
郵
交
渉
の
中
の
切
手
を
交
換
す
る」と
黄
郛
に
言
い
出
し
た(
228)。つ
ま
り、日
本
側
が
連
航
の
提
出
を
中
止
す
る
が、
そ
の
代
わ
り
に
中
国
側
が「満
州
国」の
切
手
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
交
換
条
件
で
あ
る。こ
れ
に
対
し
て、窮
し
た
黄
は
日
記
に
「次々と強制してくる。手段も百以上だ。憂慮の極めだ」と記している
(
229)。
高らは一〇月一八日に朱ら交通部による「通郵談判大綱」を携行し、北平に戻ると直ちに交渉に臨んだ。ここ 注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は、黄
郛
自
身
は
二
一
日
に
至
る
ま
で
こ
の
大
綱
を
明
示
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る(
230)。関
東
軍
側
が
二
一日のオブザーバー会議におい
て、殷らに最終案を提示したため、双方は完全に対立構造となっていたと窺える。二
三日に柴山と儀我は、再び黄郛に「通電通信の明示」を要求し、黄は「次々と要求され 状況が何時まで続くのか」
黄
郛
と
華
北
問
題
の
展
開
（
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）
六
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と
自
ら
の
無
力
な
心
情
を
記
し
た(
231)。関
東
軍
側
が
二
六
日
に
最
後
案
を
正
式
に
提
出
し
た
た
め、こ
れ
で
ま
た
交
渉
が
決
裂
す
る
危
機
に瀕した。これを見た殷は、まだ協議の余地があると考え、中央に請訓し、回訓が来るまで会議を中断するよう斡旋した
(
232)。
一方、蔣介石は、西北視察のため一〇月四月に武漢から北上し、健康診断のため二四日に北平に入った。北平公使
館
附
海
軍
武
官
補
佐
官
沖
野
亦
男
の
情
報
収
集
に
よ
る
と、蔣
介
石
の
北
上
は、主
に
三
つ
の
目
的
を
もっ
て
い
た
と
さ
れ
る(
233)。第
一
に、華北の掌握及びその安定化のためである。その掌握とは、蔣介石が、韓復榘、商震、于学忠、宋哲元、河南省主席劉峙等 要人と会見を行った と 指す。安定に関しては、日本側の対華北政策の真意を探ることと、それへの対策としては日本側が喜
ば
ない人物を逐次更迭し南下させ、その後任に蔣直系の勢力を北漸させようとするものと見
ら
れ
て
い
た(
234)。第
二
に、日
本
の
対
中
態
度
に
つ
い
て
の
認
識
で
あ
る。蔣
は、日
本
側
陸
海
外
の
代
表
者
と
会
見
し
た
際
に、国
民
党
の
排
日
工
作
を
漸
次
に
改
め、根
本
的
な
諒
解
を
促
進
す
る
た
め、日
本
側
の
大
官
と
の
会
談
を
求
め
る
と
表
明
し
た(
235)。第
三
に、
西南に対する態度緩和のためである。沖野は、蔣が中央軍の武力による西南制圧により西南派を刺激しないように暫
く
身
を
北
に
置
き、西
南
派
と
の
間
の
関
係
を
緩
和
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
見
た(
236)。こ
れ
は、全
国
の
統
一
を
鞏
固
に
す
る
た
め
の
方策でもあったと考えられる。
蔣介石は北平滞在中、三〇日に高と余を招き、通郵交渉における第三者 介在に関しては、あまり拘らないように
と
述
べ、黄
郛
の
意
見
を
支
持
し
た(
237)。一
一
月
二
日、黄
郛
と
殷
同、楊
永
泰
は、二
時
間
に
わ
た
り
通
郵
を
め
ぐ
り
意
見
を
交
換
し
た
が、難
局
を
打
開
す
る
良
い
方
法
は
な
い
と
感
じ
た(
238)。六
日
に、黄
郛
は
唐
有
壬
へ
の
電
報
に
お
い
て、自
分
が
日
本
に
権
利
を
譲
る
と
い
う
点
は
否
定
し
た
上
で、
「万
が
一
気
ま
ず
い
思
い
の
中
で
会
談
が
決
裂
し
た
場
合
に、第
一
に、今
後
の
影
響
は
ど
う
な
る
の
関
法
第
六
八
巻
四
号
六
四
(九
四
一
)
か、第二に、今後は永遠に通郵を回避できるのか。もし種々の悪影響が発生した後に、それでも通郵を回避できないとなると、国家にはるかに大きな苦痛を与える」ことになると指摘した
(
239)。
一方、南京では、唐有壬、朱家驊が須磨弥吉郎総領事との間で通郵交渉をめぐり意見交換を行い、こうした接触を
もとにして、七日に汪精衛と朱家驊が最後の譲歩案を作り、八日に国防会議を通過させた。汪は、通郵問題は高余両君が先方と談判す こと、中央 最後の適切 時機に黄郛に対し、初めて交渉 中に入り、指導に当たるよう命令する、と
い
う
政
策
を
蔣
介
石
に
対
し
て
打
電
し
た(
240)。こ
の
政
策
か
ら、南
京
側
が、黄
郛
が
関
東
軍
側
に
更
な
る
譲
歩
を
行
う
こ
と
を
恐れており、そのため黄が動ける自由な空間を制限し、通郵交渉から排除しようとしたことが明らかになる。第三者機関の設置に関しては、汪はこれが我が方の設置であるため、先方の同意は不要で了解のみを得れ
ば
よく
、通郵の一
切
の
事
務
を
妨
碍
す
る
こ
と
は
な
い
と
主
張
し
た(
241)。汪
の
理
解
は、関
東
軍
が「三
通」問
題
を
南
京
と「満
州
国」と
の
間
で
直
接
交渉させようと計画していた動きと 正反対のものであ といえる。この相違が、既に膠着状態に入った北平の情勢に
一
層
困
難
を
与
え
る
こ
と
と
なっ
た。黄
郛
は、双
方
の
案
を
比
べ
て、
「距
離
が
は
る
か
に
遠
い」こ
と
を
知
り、第
三
者
の
設
置
よりも郵務代弁所を設置したほう 、両者が「接近しやすい」 いう主張を蔣介石 伝 た
(
242)。
一
一
月
一
〇
日
に
再
開
さ
れ
た
会
議
で
は、藤
原
が
日
本
の
最
終
案
に
対
し
て「一
字
一
句
の
修
正」も
許
さ
れ
ず、
「イ
エ
ス
か
ノー
か」を
応
え
る
よ
う
脅
迫
し
た(
243)。一
四
日
に
藤
原
ら
は、七
項
目
か
ら
な
る
通
郵
申
合
事
項
を
提
出
し、そ
れ
が
決
定
的
な
最
後
案
で
あ
る
と
言
明
し
た(
244)。一
七
日
に
高
と
余
が
黄
郛
の
と
こ
ろ
に
殺
到
し
た
た
め、黄
郛
は
彼
ら
に
大
局
を
顧
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
勧
めたが諒解してもらえず、その後、柴山 儀我も黄を訪問
し、一九日までに解決できなけれ
ば
、交渉決裂とみなすと
脅かし
(
245)。黄郛
と
華
北
問
題
の
展
開
（
一
九
三
三
―
一
九
三
四
）
六
五
(九
四
〇
)
こうした情勢のもと、黄郛は、交渉が危険状態に陥っている実情とその問題点についてすぐに蔣介石に陳情した。
最も大きな問題点として、黄は「主管部が委員に与えた訓示は、夏に牯岭で汪先生と共に合意に達した手順や原則と異なる。それは国連原則を抽出的に適用したため」であると訴えた。
「切手と消印に関してようやく譲歩を得たのに、
南
京
が
突
然、交
換
は
第
三
者
の
中
間
機
関
に
よ
る
と
提
案
し
た」こ
と
で、
「先
方
は
私
が
故
意
に
会
談
を
逆
行
さ
せ
る
こ
と
を
認
め
た」と
非
難
さ
れ
た、と
苦
情
を
吐
露
し
た(
246)。ま
た、
「中
央
か
ら
は、い
つ、何
故
に
牯
岭
で
達
し
た
手
順
と
原
則
を
変
更
し
た
の
か
を知らされておらず、突然、 防会議及び政治会議に提出された変更についても 事前には通知されていない」と、自
分
を
政
策
決
定
か
ら
排
除
し
た
こ
と
を
め
ぐ
り、汪
ら
中
央
に
対
す
る
不
満
を
明
言
し
た(
247)。さ
ら
に、
「高
と
余
は
困
難
に
遭
う
た
び
に、私
の
と
こ
ろ
に
助
言
を
求
め
て
く
る
が、私
の
建
言
を
一
回
も
受
け
入
れ
る
こ
と
は
な
い」と
説
明
し
た(
248)。黄
は
最
後
に、自
身
が板挟みの状態にあることを説明した後 難局を打開するためには、国連の決議に沿って交渉すべきであると強く建言した
(
249)。
しかし、一九日の朝、再開した交渉は間もなく決裂した。これを知った黄郛は直ちに柴山と儀我を招き、局面を挽
回
し
よ
う
と
す
る
と
同
時
に、蔣
と
汪
に
電
報
を
送っ
た(
250)。唐
有
壬
に
対
し、交
渉
が
決
裂
し
た
原
因
は「一、国
連
原
則
を
利
用
し
なかった、二、各方面が関与しすぎており、その中での見解も違い、情勢の緩急の認識も異なる、三、事務担当者が自身の権限のみを考慮し、その着眼点が問題本体のみに限ら 通郵以外の連帯関係と兼ね合わ い 四 外交技術が
極
め
て
拙
く、個々
の
対
策
が
前
後
で
一
致
し
て
い
な
い」と
い
う
四
点
を
取
り
上
げ
た(
251)。各
方
面
か
ら
の
情
報
を
照
会
し
た
黄
郛
は、通郵の行き詰まりが「全般的な対局に悪影響を及ぼし、そこか 勝ち取れるも が小さい
のに対し、失うものは
大きい」と、中央に注意を促した
(
252)。
関
法
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黄郛の要請もあって、唐有壬は二一日に北平に入り、双方は二三日に徹夜の協議を経たのち、二四日午前六時半に、
中
国
側
が
関
東
軍
の
案
を
完
全
に
受
け
入
れ
る
結
果
と
なっ
た(
253)。交
渉
は
妥
結
し
た
が、そ
の
困
難
に
満
ち
た
過
程
は、停
戦
協
定
の
全てについて解決し得るまでには、尚前途遼遠であるという印象を日本側に与えた
(
254)。
一方、一一月に入ると、黄郛が関東軍側に更なる譲歩を示していたこと、及び常 大局についての提起をしていた
理
由
が、彼
が
接
し
て
い
た
情
報
に
影
響
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る。一
一
月
六
日、黄
は「
（一）少
壮
派
の
首領は、参謀本部が磯谷、陸軍省が永田、満州方面が板垣であり、
（二）その幹部は酒井、楠本、影佐、和知、花谷、
儀
我
等
で
あ
り、
（三）北
支
協
会
の
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か」を
知
ら
さ
れ
た(
255)。一
九
日
に、柴
山
と
儀
我
が
相
互
に、
上海と関東（大連）の武官会議に参加することを伝えていた。黄郛は、これらが
空言の脅迫か若しくは警告 性質か
を判断できないと蔣介石に報告したが
「今後、大局が推移するのは必ずこの三、五日以内である」と認識した
(
256)。
黄がその動きに関して情報を得た武官会議とは、一一月一二日に青島、一六 上海、一九三五年一月 連
で開催されたものである
(
257)。この会議の発端は、板垣の意見書まで辿ることが指摘できる。
通郵交渉が妥結した後の一二月二七日に 柴山は自分が内地へと転任となったことを伝え、沖野は柴山の転任後、
日
中
関
係
に
変
化
の
兆
候
が
あ
る、と
黄
に
告
げ
た(
258)。黄
郛
は、新
年
に
向
け
て
南
京
に
戻
る
よ
う
計
画
し
て
い
た
が、北
平
新
旧
武
官
の
入
れ
替
え
に
対
応
す
る
必
要
が
あっ
た
た
め、そ
れ
を
延
期
し
た(
259)。黄
郛
は
一
月
一
八
日
に
南
下
す
る
ま
で
に、河
北
事
件
で
梅
津・何応欽協定の成立を押し動かす役割を果たした北平の新任武官高橋坦との間 は、三回しか打ち合わせを行っていなかった
(
260)。黄郛は南下に
よって、その後の北平及び南京での善後交渉に直接に関わることはなくなった。
第三章からは、以下の三点を纏めることができる。第一に、日本側が善後交渉の実施のみに脅迫され 黄郛の権限
黄
郛
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華
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縮小に十分な諒解を示していなかったことが指摘できる。その中で、出先軍側では、板垣が河北省を日本側が直接領有するという主張を出し、柴山と影佐が、黄が既に権限を失っているとの認識のもと、黄を排除していく旨の発言を行った。第二 、南京側と関東軍側の間に挟まれ、極めて困難な状態に陥った黄は、通車の実行に力を入れ、そ 実現を促進した。なぜなら、黄は通車を解決した後に、塘沽協定の取消を通して、次の交渉の基盤を作ろうとしていたためである。第三に、協定の取消に失敗 た上に、南京中央により通郵交渉から排除された黄は、華北の情勢 維持できなくなり、顕在化する華北問題に対応する術を失っていった。
お
わ
り
に
―
―
善後交渉の進展に伴う華北問題の顕在化
本稿の分析を通して、以下の二点を指摘することができる。第一に、華北における黄郛の政治空間と塘沽協定の政治的意味合いについてである。黄の北上の準備、協定の締結
背景及び出先軍人
、外交官の黄・政整会に対する認識から、黄郛が関東軍側にとって完全に歓迎された人物であった
と
は
言
い
難
い。一
方、南
京
か
ら
与
え
ら
れ
た「裁
量
権」
、即
ち
政
治
的
自
由
空
間
の
中
で、黄
が
出
先
の
軍
政
に
受
け
入
れ
ら
れ
るために自ら口頭での約束を結んだことこそが、関東軍側の重視する ころとなった。この意味で、華北情勢の平静状態は、黄 よる親日の表明・口約と政治的自由空間の存在 、二本の脆弱な柱 上 築か と言える。また、本協定は、軍事協定ではあるものの、政治的意味合いをも持つものであった。それは、関東軍側 黄と政整会を抱込もうとした行為であり、具体的に言え
ば
、黄の南京から独立した政治的自由空間を拡大させ、政整会を親日「満」
的な政権に転じさせようとす ものだった。しかし、協定が締結され 時点から 黄の行為には中央の批准が必要
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あるという命令が下されており、その意味で黄の政治的自由空間は既に狭められていたと言える。関東軍側による一連の行為は、黄の政治空間を一層狭める結果となった。こうした険悪な情勢の下で、黄は協定の取消を打ち出すことで、通郵交渉の下地工作を行うことと、南京中央 国民 間に諒解を得ることを試みた。しかし、協定の取消は、関東軍側と日本政府側の双方に反対 たのみならず、南京中央内でも黄と汪精衛・蔣介石の間で、異なる認識が持たれていた。こうした経緯から、日本側と南京側の双方と黄 の間に生じた齟齬が、一層拡大し ことがわか 。
第二に、華北問題の顕在化である。上記の第一点を踏まえると、黄の政治空間の狭隘化と華北政局の推移は、関東
軍
に
よ
る
疑
惑
と
不
満、南
京
中
央
に
よ
る
権
限
の
縮
小
と
い
う
二
つ
側
面
に
影
響
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る。
「三
通」問
題
の
解
決をめぐり、中国側の遷延な態度と関東軍側の強要的な態度 加えて現地軍人が黄 対
して抱いた不満が、黄の二回
目の南下の時に噴出し、それが華北を「平静」状態から「危機」状態へ 変え、華北 局に亀裂と動揺をもたらす転換点となったといえる。ここで、黄と汪精衛 間 意見 立と黄による対日方針 変化とは、相互に関連していたといえる。こうした情勢の で 蔣介石が日本が好ましく思わないため いう理由で旧東北軍指導者を華北から転出させ、自分の直系と入れ替 ようと意図したことは、華北に第三政権を作ろうとした関東軍側の政策とは正反対のものであった。そ 意味で、蔣の北平入りは、一時的に華北を安定させたと うより むしろ関東 側 不安をも らしたとも考えられる。そ 直後に各地で武官会議が開かれ こ は、それに する関東軍側の対抗策ともいえる。
総じて、黄の華北政局をめぐる支配の喪失過程は、華北問題が、地方レベルの問題から国家レベルの問題となる過
程と重なり合う。つまり、こ 一年間八カ月は 日中関
係という大きな文脈における小康状態であり、日中戦争史の
文脈における一時平静状態であ もの 、華北問題というよりミクロ 視点から見れ
ば
、鎮静した危機が再び上昇す
黄
郛
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る時期だったのである。
本稿は、二〇一八年度日本現代中国学会・関西部会大会における口頭報告に加筆修正を行ったものである。報告にあたって、
安井三吉、田中仁両氏から貴重なコメントを頂戴した。※
関西大学大学院法学研究科博士課程。
(⚑
)
黄郛（一八八〇―一九三六）は、浙江省出身で、陳其美と蔣介石と上海で義兄弟の契りを結んでいた。若い時に日本の陸
軍測量局地形科に留学し、その後、北京政府時期には組閣した経験をもち、北伐が始まると、蔣を助け、南下し、上海特別市長を経て外交部長を務めていた。
(⚒
)
古
屋
哲
夫「日
中
戦
争
に
い
た
る
対
中
国
政
策
の
展
開
と
そ
の
構
造」同
編『日
中
戦
争
史
研
究』吉
川
弘
文
館、一
九
八
四
年
；謝
国
興
『黄
郛
与
華
北
危
局』国
立
台
湾
師
範
大
学
歴
史
研
究
所、一
九
八
四
年
；江
口
圭
一「盧
溝
橋
事
件
へ
の
道
―
―
十
五
年
戦
争
の
視
角」井
上
清・衛藤瀋吉編『日中戦争と日中関係
―
―
盧溝橋事件五〇周年日中学術討論会記録』原書房、一九八八年
；江口圭
一『一五
年
戦
争
小
史』青
木
書
店、一
九
九
一
年
；楊
天
石「黄
郛
与
塘
沽
協
定
善
後
交
渉」
『歴
史
研
究』一
九
九
三
年
第
三
期
；劉
維
開『国
難
期
間応変図存問題之研究』国史館、一九九五年
；臼井勝美『日中外交史研究
昭和前期』吉川弘文館、一九九九年
；内田尚孝
「塘
沽
停
戦
協
定
善
後
交
渉
と
日
中
関
係」
（上）
『中
国
研
究
月
報』二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
；周
美
華『中
国
抗
日
政
策
的
形
成』国
史
館、二
〇〇〇年
；臧运祜『七七事変前的日本対華政策』社会科学文献出版社、二〇〇〇年
；鹿錫俊『中国国民政府の対日政策：一
九三一―一九三三』東京大学出版会、二〇〇 年
；安井三吉『柳条湖事件から盧溝橋事件へ
―
―
一九三〇年代華北をめぐる
日
中
の
対
抗』研
文
出
版、二
〇
〇
三
年
；陳
群
元「日
本
外
冡
省
与
一
九
三
三
年
中
的
華
北
危
局
―
―
以
応
对黄
郛
北
上
为中
心」
『近
代
史
研究』二〇 六年第 期
；坂野良吉「塘沽停戦協定の多面的性格
―
―
分析的アプローチによる試論」
『上智史学』第五一号、
二〇〇六年
；光田剛『
中国国民政府期の華北政治：一九二八―三七年』御茶の水書房、二〇〇七年
；坂野良吉「塘沽協定と
黄
郛
―
協
定
発
効
後
を
中
心
に
理
解
的
ア
プ
ロー
チ
に
よ
る
再
吟
味」
『名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
報
告』第
三
二
号、二
〇
〇
八
年
；李
君
山
『全
面
抗
戦
前
的
中
日
関
係（一
九
三
一
―
一
九
三
六）
』文
津
出
版、二
〇
一
〇
年
；坂
野
良
吉「
「華
北
事
変」史
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
日
中
関
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全
面
戦
争
の
淵
源」
『上
智
史
学』第
五
六
号、二
〇
一
一
年
；黄
自
進『蔣
介
石
與
日
本
―
部
近
代
中
日
關
係
史
的
縮
影』中
央
研
究
院
近
代
史研究所、二〇一二年
；黄自進、劉建輝、戸部良一編『
〈日中戦争〉とは何だったのか：複眼的視点』
、ミネルヴァ書房、二
〇一七年。
(⚓
)
江口、前掲文（一九八八）
、九四―一〇三頁
；江口、前掲書（一九九一）
、七四頁
；安井、前掲書、二〇―二一頁
；古屋、
前掲書、四頁。
(⚔
)
臼
井
勝
美、
『中
国
を
め
ぐ
る
近
代
日
本
の
外
交』筑
摩
書
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九
八
三
年、八
頁
；藤
村
道
生「二
つ
の
占
領
と
昭
和
史
―
―
軍
部
独
裁
体
制
と
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
占
領」
『世
界』一
九
八
二
年
八
月
号、五
五
頁
；秦
郁
彦『昭
和
史
を
縦
走
す
る
―
―
柳
条
溝
事
件
か
ら
教
科
書
問
題まで』グラフ社 九八四年 一五 頁。また、臼井は、日中戦争の起源が一九三三年に塘沽協定の締結の前後にあると捉えていた。臼井、前掲書（一九九九）一〇七―二九頁。
(⚕
)
安井、前掲書、一二七頁
；秦郁彦『盧溝橋事件の研
究』東京大学出版会、一九九六年、二頁。
(⚖
)
余子道『長城風雲録
―
―
従楡関事変到七七抗戦』上海書店、一九九三年、一七五頁。
(⚗
)
楊、前掲論文、八六頁。
(⚘
)
謝、劉、黄の前掲書を参照されたい。
(⚙
)
黄、前
掲
書（二
〇
一
七）
、三
三
―
五
六
頁
；坂
野
は、善
後
交
渉
に
伴っ
て、黄
郛
の
心
情
が
得
意
絶
頂
か
ら
幻
滅・悔
恨・焦
燥
を
経
て、憔悴となったと主張し る 坂野 文 二〇〇八
、一一五頁。
(
10)
劉、前掲書、一八 四六頁。
(
11)
同右、四八頁。
(
12)
陳、前掲文、七八頁。
(
13)
同右
；黄、前掲書（二〇一二）
、二二三―二四頁。
(
14)
黄、前掲書（二〇一二）
、二一四―一五頁。
(
15)
同右、二一七頁。
(
16)
「蔣
介
石
日
記」黄
自
進、潘
光
哲
編『蔣
中
正
総
統
五
記
困
勉
記（上
冊）
』国
史
館、二
〇
一
一
年、三
七
九
頁（以
下、
『困
勉
記
（上冊）
』と略す）
。
黄
郛
と
華
北
問
題
の
展
開
（
一
九
三
三
―
一
九
三
四
）
七
一
(九
三
四
)
(
17)
「蔣介石発黄郛宛」
（四月一一日）
（四月一四日）沈雲龍編『黄膺白先生年譜（下冊）
』聯経出版事業公司、一九七六年、五
四一―五四二頁。
（以下、
『年譜』と略す）
(
18)
『困勉記（上冊）
』、三八〇頁。
(
19)
謝、前掲書、一九七頁。
(
20)
『年譜』
、五四一頁。
(
21)
「黄郛日記」
（四月二八日）
『黄郛日記』
、台湾中央研究院近代史研究所蔵。本稿においては、
『黄郛日記』の第一二、一三、
一四、一五冊を利用する。第一二冊は、一九三三年三月一五日から同年八月一八日まで、第一三冊は、一九三三年八月一九日から三四年一月三一日まで、第一四冊は、一九三四年二月一日から、同年九月四日まで、第一五冊は、一九三四年九月五日から三五年五月二一日までである（以下、所蔵地を略す）
。
(
22)
「蔣介石日記」
（四月二五日）
。
(
23)
内田、前掲書、五九―六〇頁。
(
24)
同右、五九―六一頁。
(
25)
本庄繁『本庄日記』原書房、一九六七年
、一五九頁。
(
26)
内田、前掲書、六一、六七頁。
(
27)
王正華編『蔣介石総統档案
―
―
事略稿本』
（第二〇冊）
、国史館、二〇〇五年、六七頁。
(
28)
『年譜』
、五四六頁。
(
29)
同右、五四六―四七頁。
(
30)
「有吉公使発内田大臣宛」
（五月四日）
『満州事変（支那兵ノ満鉄柳条溝爆破ニ因ル日、支軍衝突関係)
／華北問題（日、支
停
戦
協
定
及
満、支
国
境
諸
懸
案
解
決
交
渉
ヲ
含
ム）松
本
記
録
第
一
巻』ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
ター、レ
ファ
レ
ン
ス
コー
ド：
B
02030474900（以下、それぞれを『満州事変／華北問題
第一巻』
、アジ歴と略す）
。
(
31)
「有吉公使発内田大臣宛」
（五月四日）
、同右。
(
32)
「有吉公使発内田大臣宛」
（五月一一日）
、同右。
(
33)
「有
吉
公
使
発
内
田
大
臣
宛」
（五
月
一
三
日）外
務
省
編『日
本
外
交
文
書』
（満
州
事
変
第
三
巻）外
務
省、一
九
八
一
年、八
四
七
―
関
法
第
六
八
巻
四
号
七
二
(九
三
三
)
四八頁。
(
34)
同右。
(
35)
「桑島総領事発内田大臣宛」
（五月八日）
「中山書記官発内田大臣宛」
（五月一一日）
、同右。
(
36)
「上海武官発軍参謀長」
（五月七日）小林龍夫、島田俊彦編集・解説『現代史資料
⚗
満州事変』
（以下、
『現代史資料
⚗
』
と略す）みすず書房、一九六四年、五四四頁。
(
37)
「北支方面応急処理方案」
『現代史資料
⚗
』、五四三―四四頁。
(
38)
「天津特務機関発関東軍参謀長宛
（五月二一日）
、同右、五五三頁。
(
39)
「北支方面応急処理方案」
『現代史資料
⚗
』、五四三― 四頁。
(
40)
「北平補佐官発関東軍参謀長」
（五月九日）
、同右、五四六頁。
(
41)
『年譜』
、五四七―四八頁
；「上海武官発関東軍参謀長宛」
（五月一二日）
『現代史資料
⚗
』、五四七―四八頁。
(
42)
「上海武官発関東軍参謀長」
（五月一四日）
『現代史資料
⚗
』、五四八頁。
(
43)
「北平補佐官発関東軍参謀長」
（五月一四日）
、同右。
(
44)
「北平補佐官発関東軍参謀長」
（五月一五日）
、同右、五五〇頁。
(
45)
「北平補佐官発関東軍参謀長」
（五月一六日）
、同右。
(
46)
「中山書記官発内田外務大臣宛」
（五月一六日）
『満州事変／華北問題
第一巻』
。
(
47)
五月一七日から二二日までの戦況は、
『年譜』の五五二―五九頁を参照されたい。
(
48)
「旅
順
要
港
部
司
令
部
発
海
軍
省
軍
令
部
軍
務
局
宛」
（六
月
三
日）
『島
田
史
料
11
北
支
停
戦
協
定
関
係
綴
一
／
三
分
冊』防
衛
省
防
衛
研究所蔵、請求番号：戦争指導・重要国策文書四三一（以下、
『島田史料
11』と略す）
。
(
49)
「藤
原
補
佐
官
発
次
官、次
長
宛」
（五
月
二
一
日）
『島
田
史
料
12
北
支
停
戦
協
定
関
係
綴
二
／
三
分
冊』
（以
下、
『島
田
史
料
12』と
略す）防衛省防衛研究所蔵、請求番号：戦争指導・重要国策文書四三二。
(
50)
「藤原補佐官発次官、次長宛」
（五月二一日）
、同右。
(
51)
『年譜』
、五五五頁。
(
52)
同右、五五五頁、五五七頁。黄郛
と
華
北
問
題
の
展
開
（
一
九
三
三
―
一
九
三
四
）
七
三
(九
三
二
)
(
53)
「藤原喜代間公使館附武官補佐官発軍令部軍務局三艦隊宛」
『島田史料
11』。
(
54)
「黄郛日記」
（五月二二日）
。
(
55)
「旅順要港部司令部発海軍省軍令部軍務局宛」
（六月三日）
『島田史料
11』。
(
56)
「黄郛日記」
（五月二二日）
。季寛は、内政部長黄紹竑である。
(
57)
『年譜』
、五五五頁、五五九頁。
(
58)
塘沽協定の全項目は、外務省編『日本外交年表竝主要文書』
（下）原書房、一九六五年、二七四頁を参照されたい（以下、
『主要文書』と略す）
。
(
59)
「桑島総領事発内田大臣宛」
（五月一六日）
『満州事変／華北問題
第一巻』
。
(
60)
「内田大臣発桑島総領事宛」
（五月一七日）
、同右。
(
61)
「桑島総領事発内田大臣宛」
（五月一六日）
、同右。
(
62)
「中山書記官発内田外務大臣宛」
（五月二四日）
『島田史料
12』。
(
63)
「関東軍参謀長発次長、次官、北平、天津（軍及特務機関）
」（五月二五日）
『現代史資料
⚗
』、五五
八頁。
(
64)
「関東軍参謀長発次長、次官、北平、天津（軍及特務機関）
」（五月二五日）
、同右、五五八頁
(
65)
「関
東
軍
参
謀
長
発
天
津
軍
参
謀
長
宛」
（五
月
二
六
日）
「関
東
軍
参
謀
長
発
山
海
関
岡
田
大
尉
宛」
（五
月
二
六
日）
、同
右、五
五
八
―
五
九頁。
(
66)
「関
東
軍
参
謀
長
発
次
長、次
官
宛」
（五
月
二
二
日）
、同
上、五
五
五
頁。こ
こ
に、小
磯
が
言っ
た
次
長
電
六
七
七
号
電
報
は、管
見
の
限り見つけられていないが、六六六号を発した日が五月二一日であるから、六七七号は、二一日から二二日の間に送ったものと推測できる 六六六号は『島田史料
12』にも収録されている。
(
67)
陳、前掲文、八六―八八頁。
(
68)
「関東軍参謀長発次長、次官宛」
（五月二二日）
『現代史資料
⚗
』、五五五頁。
(
69)
「内田大臣発中山書記官宛」
（五月二四日）
『満州事変／華北問題
第一巻』
。
(
70)
「内田大臣発中山書記官宛」
（五月二四日）
、同右。
(
71)
『島田史料
16
塘沽停戦協定
の経緯
越界路問題
天羽声明問題
三/
三分冊』
（以下、
『島田史料
16』と略す）防衛省防衛
関
法
第
六
八
巻
四
号
七
四
(九
三
一
)
研究所蔵、請求番号：戦争指導・重要国策文書四三六。
(
72)
「内田大臣発中山書記官宛
暗第八一号」
（五月二九日）
、同右。
(
73)
「内田大臣発中山書記官宛
暗第八二号」
（五月二九日）
、同右。大綱は、五月二四日の指示と比較すれ
ば
、「停戦区域内に
治安維持のため、日本側の同意する施設をなす」という内容を追加し、これは、北平会議の細目に含まれていた。
(
74)
「内田大臣発中山書記官宛
暗第八一号」
（五月二九日）
、同右。
(
75)
「藤原喜代間公使館附武官補佐官発軍令部軍務局三艦隊宛」
『島田史料
11』。
(
76)
『年譜』
、五六〇―六一頁。
(
77)
同右、五六一―六二頁。
(
78)
同右、五六二頁。
(
79)
同右、五六三頁。
(
80)
同右、五六三― 四
(
81)
同右、五六四―
(
82)
同右、五七〇―七一頁。
(
83)
顧維鈞『顧維鈞回憶録』
（第二分冊）中華書局、一九八五年、二三九、二四一頁。
(
84)
『王子壮日記（第一冊）
』（
五月三一日）
、中央研究院近代史研究所、二〇〇一年、三七五頁。
(
85)
佐々
木
到
一「華
北
政
務
委
員
会
ニ
対
ス
ル
観
察」
（一
九
三
三
年
七
月
八
日）
『満
密
大
日
記（昭
和
八
年）二
四
冊
の
内
其
一
七』
、
C
01002896800。
(
86)
「板
垣
少
将
歓
迎
懇
親
会」
（一
九
三
三
年
七
月
一
三
日）
『大
亜
細
亜
協
会
年
報（一
九
三
三
年）
』、国
立
国
会
図
書
館
所
蔵、請
求
番
号：
14.5-345。
(
87)
李雲漢編『抗戦前華北政局史料』中正書局、一九八 年、四二頁。
(
88)
同右、四二頁。
(
89)
李君山、前掲書、二〇二―〇三頁。
(
90)
郭廷以編『中華民国史事日誌』
（第三冊）
、中央研究院近代史研究所、一九八四年、二六八頁。
黄
郛
と
華
北
問
題
の
展
開
（
一
九
三
三
―
一
九
三
四
）
七
五
(九
三
〇
)
(
91)
『年譜』
、五八一頁
；楊天石、前掲文、七六頁。
(
92)
「有吉大使発内田外務大臣宛」
（六月三日）
『満洲事変（支那兵ノ満鉄柳条溝爆破ニ因ル日、支軍衝突関係)
／華北問題（日、
支停戦協定及満、支国境諸懸案解決交渉ヲ含ム）松本記録
第二巻』
（以下、
『満洲事変／華北問題
第二巻』と略す）
、アジ
歴レファレンスコード：B
02030476100。
(
93)
「有吉大使発内田外務大臣宛」
（五月二七日）
『満州事変／華北問題
第一巻』
；「有吉大使発内田外務大臣宛」
（六月三日）
『満洲事変／華北問題
第二巻』
。
(
94)
「桑島総領事発内田外務 臣宛」
（六月七日）
『満洲事変／華北問題
第二巻』
。
(
95)
「中山書記官発内田外務大臣宛」
（六月二八日）
、同右。
(
96)
同右。
(
97)
同右。
(
98)
同右。
(
99)
『年譜』
、五八五―八六頁、五九〇―九一頁。
(
100)
臧、前掲書、一〇八頁。
(
101)
「大連会議議事録送付ノ件通牒」
（七月一〇日）
『陸満密大日記
昭和八年』アジ歴：C
01002894500。
(
102)
『年譜』
、五九七頁。
(
103)
「黄郛日記」
（八月一日）
。
(
104)
「最近ニ於ケル華北情勢」
『熱師常報第一九号』
、防衛研究所所蔵、請求番号：満洲事変―七九―一。
(
105)
「黄郛日記」
（八月一二日）
；高素蘭編『蔣介石総統档案―事略稿本』
（第二一冊）国史館、二〇〇五年、四七二頁。
(
106)
「黄郛発蔣介石宛」
（九月六日）H
uangF
u
P
apers,
B
ox
3,
folders
13-15.
H
oover
Institution
L
ibrary
and
A
rchives.
(
107)
「黄郛発蔣介石宛
（九月六日）
、同右。
(
108)
「蔣介石発黄郛宛」
（九月七日）
、同右。
(
109)
楊天石、前掲文、七四頁。
(
110)
鹿錫俊、前掲書、二二二―二五頁。 関法
第
六
八
巻
四
号
七
六
(九
二
九
)
(
111)
「北
寧
線
引
続
ニ
関
ス
ル
奉
天、北
寧
両
局
ノ
申
合
セ
事
項」
『満
洲
事
変
／
華
北
問
題
第
二
巻』
。ま
た、こ
の
申
合
せ
事
項
を
奉
天
会
議
と呼ぶ。
(
112)
「田中総領事代理発内田外相宛」
（八月七日）
、同右。
(
113)
「北寧線引続ニ関スル奉天、北寧両局ノ申合セ事項」
、同右。
(
114)
「蔣介石発黄郛宛」
（九月一六日）H
uangF
u
P
apers,
B
ox
3,
folders
13-15.
(
115)
「蔣介石発黄郛宛」
（九月二四日）H
uangF
u
P
apers,
B
ox
3,
folders
13-15.
(
116)
同右。
(
117)
「蔣介石発黄郛宛」
（九月一 日）H
uangF
u
P
apers,
B
ox
3,
folders
13-15.
(
118)
同右、
「蔣介石発黄郛宛」
（九月二四日）H
uangF
u
P
apers,
B
ox
3,
folders
13-15.
(
119)
『年譜』
、六三三頁。
(
120)
同右、六三六頁。
(
121)
「満州国ト北支政権トノ交渉ニ関スル件
」（八月三〇日）
『満洲事変／華北問題
第二巻』
。
(
122)
「停戦ニ関スル協定」ニ伴フ善後処理要領」
、同右。
(
123)
山海関方面の問題とは 当地方住民を指導して 満州国」に編入運動を起こること、水陸両路の貿易の復活は、灤河を国
際河川とすること、郵政は連絡業務と連絡地域を更に拡張することを指す。同上。
(
124)
同右。
(
125)
「北支停戦協定ニ伴フ善後処理交渉ニ関シ陸軍次官ヨリ関東軍参謀長宛電報案」
、同右。
(
126)
「内田大臣発菱刈大使宛」
（九月三〇日）
『満洲事変（支那兵ノ満鉄柳条溝爆破ニ因ル日、支軍衝突関係）/
華北問題（日、
支停戦協定及満、支国境諸懸案解決交渉ヲ含ム）松本記録
第三巻』
、アジ歴レファレンスコード：B
02030476600（以下は、
『満洲事変／華北問題
第三巻』を略す）
。広田外相は九月一四日に就任したので、本電報には内田大臣となっているが、当
時の誤植と思われる。
(
127)
臧、前掲書、
一一〇―一三頁。
(
128)
「菱刈大使発広田大臣宛」
（九月二五日）
『満洲事変／華北問題
第三巻』
。
黄
郛
と
華
北
問
題
の
展
開
（
一
九
三
三
―
一
九
三
四
）
七
七
(九
二
八
)
(
129)
「北平会商成立ニ到ル経緯」
、同右。
(
130)
「菱刈大使発広田大臣宛」
（九月二五日）
、同右。
(
131)
『年譜』
、六三八頁。
(
132)
「北平会商成立ニ到ル経緯」
、「停戦協定善後処理ニ関スル北平会議々事録」
『満洲事変／華北問題
第三巻』
。
(
133)
『主
要
文
書』
、二
七
四、七
七
頁。島
田
は、
「活
用」と
指
摘
し
て
い
た。島
田
俊
彦「華
北
工
作
と
国
交
調
整（一
九
三
三
年
～
一
九
三
七年）
」日本国際政治学会太平洋戦争原因研究部編『太平洋戦争への道』
（第三巻）朝日新聞社、一九六三年、五三頁。
(
134)
『年譜』
、六四五頁。
(
135)
「停戦協定善後処理ニ関スル北平会議々事録」
『満洲事変／華北問題
第三巻』
。
(
136)
「停戦協定善後処理ニ関スル北平会議々事録
、同右
；『年譜』
、六五三頁。
(
137)
内容の詳細は、
『主要文書』の二七七―七八頁を参照されたい。
(
138)
「停戦協定善後処理ニ関スル北平会議々事録」
『満洲事変／華北問題
第三巻』
。
(
139)
『主要文書』
、二七七頁。
(
140)
臧、前掲書、一一七―一八頁
；安井、前掲書、一三七頁。
(
141)
「黄郛日記」
（一一月八日）
。
(
142)
「黄郛日記」
（一一月九 一八、二一日）
。
(
143)
「黄郛発蔣介石宛
（一一月一一日）H
uangF
u
P
apers,
B
ox
3,
folders
13-15.
(
144)
「日高総領事発広田大臣宛」
（一一月七日）
『満洲事変／華北問題
第三巻』
。
(
145)
『中華民国史事日誌』
（第三冊）
、三一七―一八頁。
(
146)
「有吉公使発広田大臣宛（第七二七号ノ一－二）
」（一二月六日）
『満洲事変／華北問題
第三巻』
。
(
147)
『年譜』
、六七三―七四頁。
(
148)
「有吉公使発広田大臣宛（第七二八号）
」（一二月六日）
『満洲事変／華北問題
第三巻』
。
(
149)
『年譜』
、六七四頁
；「有吉公使発広田大臣宛（第七二八号）
」（一二月六日）
、同右。
(
150)
「菱刈大使発広田大臣宛」
（一九三
四年二月一五日）
『満洲事変（支那兵ノ満鉄柳条溝爆破ニ因ル日、支軍衝突関係）/
華北
関
法
第
六
八
巻
四
号
七
八
(九
二
七
)
問題（日、支停戦協定及満、支国境諸懸案解決交渉ヲ含ム）松本記録
第四巻』
、（以下、
『満洲事変／華北問題
第四巻』と
略す）アジ歴レファレンスコード：B
02030477500。
(
151)
二月一三日の根本と黄の会談について、李君山、前掲書の二一九頁を参照されたい。
(
152)
「黄郛発蔣介石宛」
（三月一一日）H
uangF
u
P
apers,
B
ox
3,
folders
13-15.
(
153)
「中山書記官発広田外務大臣宛」
（三月二九日）
、『満洲事変／華北問題
第四巻』
。
(
154)
「黄郛発蔣介石宛」
（二月一二日）H
uangF
u
P
apers,
B
ox
3,
folders
13-15.
(
155)
「菱刈大使発広田大臣宛」
（二月一五日）
『満洲事変／華北問題
第四巻』
。
(
156)
『年譜』
、七二一頁。
(
157)
「蔣
介
石
発
汪
精
衛
宛」
（一
九
三
四
年
四
月
六
日）
『蔣
中
正
總
統
文
物
―
―
統
一
時
期』国
史
館（以
下、所
蔵
地
を
略
す）
、典
藏
號：
002-010200-00111-030。
(
158)
「黄郛日記」
（四月一一日）
。
(
159)
「黄郛日記」
（四月一一、一二日）
。
(
160)
周美華編『蔣中正總統档案
―
―
事略稿本』
（第二五冊）国史館、二〇〇六年、四五三頁。
(
161)
蔣介石の日ソ開戦の期待に反して、五カ月後の九月一〇日に 郛は、南京での日本側の陸、海、外三方面の人員との会談
を通して、日本側がこの一年以内にソ連と開戦する意欲がないという情報を把握し、蔣介石に報告した。
「黄郛発蔣中正宛」
（九月一〇日）
『蔣中正總統文物
―
―
一般資料（三六）
』、0
02-080200-00178-059。また、蔣介石の日ソ開戦に対する期待につ
い
て、黄
自
進、前
掲
書（二
〇
一
二）
、一
九
五
―
二
二
〇
頁
；鹿
錫
俊「夹
缝中
的
抉
択：蔣
介
石
処
理
対
日
対
蘇
関
係
的
曲
折
歴
程（一
九三一―一九三五）
」黄自進・潘光哲編『近代中日関係史新論』政大出版社、二〇一七年、二〇七―五四頁を参照されたい。
(
162)
「黄郛発汪
精衛宛」
（四月一七日、
）H
uangF
u
P
apers,
B
ox
3,
folder
2～
6.
(
163)
同右。
(
164)
『年譜』
、七二二―二三頁。
(
165)
「黄郛発蔣介石宛」
（四月二八日）H
uangF
u
P
apers,
B
ox
3,
folder
13～
15.
(
166)
同右。黄郛
と
華
北
問
題
の
展
開
（
一
九
三
三
―
一
九
三
四
）
七
九
(九
二
六
)
(
167)
同右。
(
168)
「北支懸案解決ニ関スル件」
『陸満密綴
第一九号（昭和九年）
』アジ歴、C
01003026300。
(
169)
一九三四年一月初めに、灤炭鉱の労働者は、待遇の改善を経営方に要求するため、ストライキを行っており、経営方が労
働者らの条件を受け入れたことでストライキが沈静した。しかし、経営方からの賠償金が労働者の代表者によって独占されたため、三月一九日に労働者は公安局に請願し、炭鉱区の保安隊と衝突し、事態が拡大した。中国側の情報によると、今回のストライキには日本側の策動があると言われた。
『年譜』
、七一九―二〇頁。
(
170)
同右、七三〇頁。
(
171)
同右。
(
172)
「汪精衛発黄郛宛」
（五月三日）
、「黄郛発汪精衛宛」
（五月四日）同右、七三三頁。
(
173)
「黄郛発汪精衛宛」
（五月四日）同右、七三三頁。
(
174)
「黄郛発殷同宛」
（五月七日）H
uangF
u
P
apers,
B
ox
4,
folder
10～
12.
(
175)
「若
杉
書
記
官
発
広
田
外
務
大
臣
宛」
（五
月
一
七
日）
、『満
洲
事
変
／
華
北
問
題
第
四
巻』
：B
02030477500。中
国
側
の
記
録
に
よ
る
と、
同協定案は五項の原則となっていたが、内容に根本的な違いはない。
(
176)
「黄郛発汪精衛宛」
（五月一七日）H
uangF
u
P
apers,
B
ox
3,
folder
2～
6.
(
177)
同右。
(
178)
「中央政治会議第四一〇次会議決議」
『蔣中正總統文物
―
―
國交調整（一）
』、0
02-080103-00001-003。
(
179)
「堀内書記官発広田外務大臣宛」
（五月一六日）
『満洲事変／華北問題
第四巻』
；『年譜』
、七四四頁。
(
180)
李君山、前掲書、二二一―二二頁。
(
181)
「黄郛発殷同宛」
（六月二一日）H
uangF
u
P
apers,
B
ox
4,
folders
10～
12.
(
182)
同右。
(
183)
同右。
(
184)
『年譜』
、七四七頁。黄郛が初めて辞意を蔣介石に表明したのは
、一九三四年四月一三日であった。
「黄郛日記」
（四月一三
日）
。
関
法
第
六
八
巻
四
号
八
〇
(九
二
五
)
(
185)
この事件は黄郛が協定の取消を提議したことがきっかけとなったと楊天石は指摘した。楊天石、前掲文、八三頁。
(
186)
『最
近
支
那
関
係
諸
問
題
摘
要（第
六
七
議
会
用）上
巻（政
況、財
政、排
日、武
器、租
界、航
空）
』（以
下、
『摘
要（第
六
七
議
会
用）上巻』と略す）
、アジ歴：B
13081248700。
(
187)
『摘要（第六七議会用）上巻』
。
(
188)
「菱刈大使発広田外務大臣宛（第八〇四号）
」（六月一三日）
『満洲事変／華北問題
第四巻』
。
(
189)
「菱刈大使発広田外務大臣宛（第八〇四号）
」（六月一三日）
、同右
；秦孝儀編『総統蔣公大事長編初稿』巻三、中国国民党
党史委員会、一九七八年、七二―七三頁。
(
190)
「菱刈大使発広田外務大臣宛（第八〇五号）
」（六月一三日）
『満洲事変／華北問題
第四巻』
。
(
191)
「黄郛発殷同宛」
（六月一七日）H
uangF
u
P
apers,
B
ox
4,
folders
10～
12.
(
192)
「黄郛発
殷同宛」
（七月二日）H
uangF
u
P
apers,
B
ox
4,
folders
10～
12.
(
193)
『総
統
蔣
公
大
事
長
編
初
稿』巻
三、七
二
―
七
三
頁。関
東
軍
側
が
提
出
し
た
四
つ
の
案
の
時
間
は
史
料
の
制
約
で
確
認
で
き
な
い
が、黄
郛と殷同の往来電報から見れ
ば
、七月三日から九日までに判断できる。
(
194)
「黄郛発殷同宛」
（七月九日）H
uangF
u
P
apers,
B
ox
4,
folders
10～
12.
(
195)
『摘要（第六七議会用）上巻』
。
(
196)
同右。
(
197)
同右。
(
198)
同右。
(
199)
「黄郛発汪精衛宛」
（一九三四年七月七日）H
uangF
u
P
apers,
B
ox
3,
folders
2～
6.
(
200)
同右。
(
201)
「黄郛発汪精衛、蔣介石宛」
（七月一七日）
、同右。
(
202)
「黄郛発汪精衛宛」
（一九三四年七月一八日）
、同右。
(
203)
『年譜』
、七七二頁。
(
204)
同右。黄郛
と
華
北
問
題
の
展
開
（
一
九
三
三
―
一
九
三
四
）
八
一
(九
二
四
)
(
205)
同右。
(
206)
「汪精衛発蔣介石宛」
（七月一七日）
『蔣中正總統文物
―
―
一般資料（二九）
』、0
02-080200-00171-068。
(
207)
「汪精衛発蔣介石宛」
（七月一九日）
『蔣中正總統文物
―
―
呈表彙集（九）
』、0
02-080200-00436-172。
(
208)
『摘要（第六七議会用）上巻』
。
(
209)
同右。
(
210)
同右。
(
211)
同右。
(
212)
『年譜』
、七五五頁。
(
213)
「蔣介石発黄郛宛」
（七月二〇日）
『蔣中正總統文物
―
―
迭肇事端（二）
』、0
02-090200-00015-223。
(
214)
「黄郛発蔣介石宛」
（七月二五日）
、同右、0
02-090200-00015-306。
(
215)
「黄郛発殷同宛」
（九月三日）H
uangF
u
P
apers,
B
ox
4,
folders
10～
12.
(
216)
「黄郛発殷同宛」
（九月四日）
、同上。鈴木とは、公使館武官鈴木美通である。
(
217)
「黄郛発
朱家驊宛」
（九月七日）
『年譜』
、七七一頁。
(
218)
「朱家驊発黄郛宛」
（九月八日）
、同右、七七二頁。
(
219)
李君山、前掲書、二三五―五九頁 李は、交渉を九月二八日～一〇月四日、一〇月一八日～同二六日、一一月一〇日～一
二月一四日の三段階に分けていた。
(
220)
板垣征四郎、
「満洲国ノ対支施策統制ニ関スル意見」
、『陸満密大日記』
、防衛省防衛研究室蔵、S
9-11-40。
(
221)
「黄郛発蔣中正宛」
（九月一〇日）
『蔣中正總統文物
―
―
一般資料（三六）
』、0
02-080200-00178-059。
(
222)
「最近ニ於ケル華北情勢」
『熱師常報第一九号』
、アジ歴：C
14030096500。
(
223)
「北支停戦協定善後関係諸問題」
『摘要（第六七議会用）上巻』
。
(
224)
同右。
(
225)
同右。
(
226)
李君山、前掲書、二三八―三九頁。 関法
第
六
八
巻
四
号
八
二
(九
二
三
)
(
227)
『摘要（第六七議会用）上巻』
。
(
228)
「黄郛日記」
（一〇月五日）
。
(
229)
同右。
(
230)
李君山、前掲書、二四二頁。
(
231)
「黄郛日記」
（一〇月二三日）
。
(
232)
『北平情報
燕月報』
（一〇月分）
、防衛省防衛研究所蔵、請求番号：公文備考-
S
9-54-4695。
(
233)
同右。
(
234)
同右。
(
235)
同右。
(
236)
同右。
(
237)
蔣介石が三日に南下した。
『年譜』
、七九四頁。
(
238)
「黄郛日記」
（一一月二日）
。
(
239)
「黄郛発唐有壬宛」
（一一月六日）
『蔣中正總統文物
―
―
一般資料（四九）
』、0
02-080200-00191-007。
(
240)
「汪精衛発蔣介石宛」
（一一月八日）
、同右。
(
241)
同右。
(
242)
「黄郛発蔣介石宛」
（一一月一〇日）
、『蔣中正總統文物
―
―
特交檔案（呈表彙集一六）
』0
02-080200-00443-062。
(
243)
『年譜』
、八〇一頁。
(
244)
同右
、八〇二―〇三頁。
(
245)
「黄郛日記」
（一一月一七日）
。
(
246)
「黄郛発蔣介石宛」
（一一月一八日）
、『蔣中正總統文物
―
―
一般資料（五一）
』0
02-080200-00193-027。
(
247)
同右。
(
248)
同右。
(
249)
同右。黄郛
と
華
北
問
題
の
展
開
（
一
九
三
三
―
一
九
三
四
）
八
三
(九
二
二
)
(
250)
黄郛は柴山と儀我の態度が「極めて悪い」と記した。
「黄郛日記」
（一一月一九日）
。
(
251)
「黄郛発唐有壬宛」
（一一月一九日）
、『蔣中正總統文物
―
―
一般資料（五一）
』、0
02-080200-00193-039。
(
252)
同右。
(
253)
『摘要（第六七議会用）上巻』
。
(
254)
『北平情報
燕月報』
（一〇月分）
。
(
255)
第三点に関し、詳しい記述が日記に記していない。
「黄郛日記」
（一一月六日）
。
(
256)
「黄郛発蔣介石宛」
（一一月一九日）
、「黄郛発唐有壬宛」
（一一月一九日）
、0
02-080200-00193-033、0
02-080200-00193-039。
(
257)
会
議
の
分
析
に
つ
い
て
は、内
田、前
掲
文（一
一
月
号）
、三
二
頁
；そ
の
影
響
は、安
井、前
掲
書、一
六
〇
―
六
一
頁
を
参
照
さ
れ
た
い。
(
258)
「黄郛日記」
（一二月二七日）
。
(
259)
「黄郛発汪精衛宛」
（一九三五年一月五日）H
uangF
u
P
apers,
B
ox
3,
folders
2～
6.
(
260)
「黄郛日記」
（一九三五年一月八、一五日）
。
関
法
第
六
八
巻
四
号
八
四
(九
二
一
)
